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議事日程 

開会 令和５年６月７日(水) ９時00分 

 開会の宣告 

 議長諸般の報告 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 一般質問 

日程第４ 議案第１号  専決処分を報告し承認を求めることについて（阿

武町税条例の一部を改正する条例） 

日程第５ 議案第２号  専決処分を報告し承認を求めることについて（阿

武町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

日程第６ 議案第３号  専決処分を報告し承認を求めることについて（令

和５年度阿武町一般会計補正予算第１回） 

日程第７ 議案第４号  阿武町定住促進条例の一部を改正する条例 

日程第８ 議案第５号  阿武町観光施設等整備基金条例の一部を改正する

条例 

日程第９ 議案第６号     物品売買契約の締結について 

日程第10 議案第７号  令和５年度阿武町一般会計補正予算（第２回） 

令和５年第２回阿武町議会定例会 会議録 

第 １ 号 

令和５年６月７日(水曜日) 

開会 ９時 00分 ～ 散会 15時 55分 



令和５年第２回阿武町議会定例会(第１号)                            令和５年６月７日 

－2－ 

本日の会議に付した事件 

議事日程と同じ 

出席議員(８名) 

 議席番号 

１番 米 津 高 明 

２番 上 村 萌 那 

３番 白 松 靖 之 

４番 西 村 容 子 

５番 松 田   穣 

６番 池 田 倫 拓 

７番 副議長  市 原   旭 

８番 議 長   末 若 憲 二 

欠席議員   なし 

欠  員   なし 

説明のため出席したもの 

町長           花 田 憲 彦 

副町長(総務課長事務取扱) 中 野 貴 夫 

教育長          能 野 祐 司 
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まちづくり推進課長    藤 村 憲 司 

健康福祉課長       矢 次 信 夫 

戸籍税務課長       水 津 繁 斉 

農林水産課長       野 原   淳 

土木建築課長       高 橋 仁 志 

教育委員会事務局長    藤 田 康 志 

会計管理者        柴 田 奈 美 

福賀支所長        佐 村 秀 典 

宇田郷支所長       小 野 智 彦 

欠席参与    なし 

事務局職員出席者 

議会事務局長 三 浦   貴 

議会書記  平 田 祥 子 

開会 ９時00分 

開会の宣告 

○議長(末若憲二) 全員ご起立をお願いします。互礼を交わします。一同礼。

おはようございます。ご着席ください。 

〇議長 開会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 

今年は５月29日に梅雨入り発表があり、今のところ適度に雨が降っていま

す。山間部では田植えも終わっていますが、沿岸部では今からのところもあ

るようです。 

先週は台風２号が接近し、梅雨前線を刺激し、西日本から東日本にかけて線
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状降水帯が多く発生し、各地で住宅浸水などの被害が出ていました。毎年のこ

ととはいいながら、備えをしておくべきだと強く思いました。 

阿武町では、４日の日曜日に山口県と一緒になっての防災訓練が実施されま

した。本格的な梅雨の豪雨前に実施されたことは、非常にいいタイミングだと

思っております。 

国際社会では、ロシアによるウクライナへの軍事侵略が未だに続いており、

社会的な物価の高騰につながっています。日本においても、食品関係をはじめ、

多くの品々が値上がりをしています。今後も電気料金の値上げが発表されてい

ます。ますます国民生活に大きな影響を与えると思います。 

そんな中、Ｇ７広島サミットが開催され、各国首脳が原爆資料館を見学され、

平和記念公園を訪れて献花をされました。原爆の醜さを分かっていただけたと

思います。 

また、ウクライナのゼレンスキー大統領が急遽サミットに参加されました。

ゼレンスキー大統領も平和記念公園を訪れましたが、ウクライナ国民に対して、

原爆は使用されないよう、議長国である日本は世界中に発信しなくてはならな

いと強く思います。一刻も早くウクライナ侵略の終結が望まれています。 

また東アジアにおきましては、北朝鮮による幾度となく繰り返される弾道ミ

サイルの発射は、日本にとっても大変脅威であります。先日もＪアラートは発

信されました。こちらも１日も早く安全な東アジアが訪れることを望んでいま

す。 

また新型コロナウイルス感染症でありますが、第５類に引き下げられました

が、完全には収まらないように思います。今後もコロナとうまく付き合ってい

くしかないように思いますが、各地区の行事も再開されるようです。 

先月には福賀地区でこいのぼり大運動会が開催され、奈古地区では、７月に

奈古夏まつりが４年ぶりに開催予定と聞いています。 

少しずつではありますが、以前のような賑わいが帰ってくることを期待して

いますが、今までどおり感染予防は各自でしてほしいと思います。 

そんな中、議員各位におかれましては、令和５年第２回阿武町議会定例会に

応招ご出席ありがとうございます。議会は、町民のみなさまの生活や福祉に直

結する大事な役割を担っております。慎重なる審議をお願いいたしまして、開

会のごあいさつといたします。 

〇議長 本定例会に付議されます案件は、議案７件、全員協議会における報告

４件、また６人の方から一般質問の通告がなされております。 

本日の出席議員は８人全員です。只今より令和５年第２回阿武町議会定例会

を開会します 

これより本日の会議を開きます。続いて議事に入ります。本日の議事日程に

ついては、お手元に配付されているとおり、一般質問、議案説明、および委員
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会付託です。 

 議長諸般の報告 

〇議長 これより日程に入るに先立ち、過ぐる３月２日開催の令和５年第１回

阿武町議会定例会以降、本日までの会議等を含め、諸般の報告を行います。 

３月 19 日、みどり保育園卒園式がみどり保育園本園で開催され、本職が出

席しました。 

３月 28 日、第４回ＡＢＵスイムラン第１回実行委員会が役場本庁で開催さ

れ、本職が出席しました。 

４月３日、令和５年阿武小中学校教職員着任式が町民センターで開催され、

本職が出席しました。 

４月７日、山口県町村会正副会長、山口県町議会議長会正副会長と、新旧事

務局長意見交換会が山口市で開催され、本職が出席しました。 

５月 23 日、全国町村議会議長副議長研修会が東京国際フォーラムで開催さ

れ、本職が出席しました。なお、資料が議員控え室に置いてありますのでご覧

ください。 

５月 30 日、午前９時より議会運営委員会が開催され、今期定例会に関して

の協議がなされました。その結果につきましては、お手元の配付資料のとおり

です。 

以上で諸般の報告を終わります。 

 

町長あいさつ 

 

○議長 ここで本定例会の開会にあたり、町長があいさつを行います。町長。 

〇町長(花田憲彦) 令和５年第２回阿武町議会定例会の開会にあたり、一言ご

あいさつを申し上げます。 

議員のみなさま方には、公私ともにご多繁の中を、本定例会にご出席をいた

だきまして、誠にありがとうございます。心からお礼を申し上げます。 

清々しい初夏の風が心地よく、緑が鮮やかに目に入る好季節となりましたが、

一方で、この時期になりますと、10 年前の 2013 年、平成 25 年７月 28 日の山

口北部の豪雨災害が思い出されますが、今年の梅雨が災害の発生もなく、平穏

なうちに開けてくれればと願っているところであります。 

こうした中、先月の 27 日には、福賀地区でこいのぼり大運動会が地区を上

げて盛大に開催されました。 

また、去る４日の日曜日には、阿武町総合防災訓練を山口県総合防災訓練を

兼ねて、宇田郷のふれあいセンターを中心に開催させていただきました。 
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これまでは、コロナ禍の中で、行事の開催や人との接触が制限されてきまし

たが、ここにきて、これまでの日常が戻りつつある中で、地域のみなさんが以

前のように集い、フェイストゥフェイスでコミュニケーションが図られ、笑顔

で触れ合う姿はいいものだなあというふうに改めて感じたところであります。 

こうした中、先月の 19 日から 21 日までの３日間、広島県では歴史的な先進

７ヶ国首脳会議、いわゆるＧ７広島サミットが開催されました。 

被爆地である広島に、核保有国を含む各国のリーダーが一堂に集い、原爆資

料館を視察し、被爆の実相の一端に触れるなど、核兵器のない世界を実現する

という理想がＧ７で共有され、唯一の被爆国である日本の使命としての平和を

守り抜く決意が、力強く世界に発信されたというふうに思っております。 

翻って、我が国の少子化は深刻さを増し、４月１日の時点での外国人を含む

15 歳未満の子どもの数は、前年度より 30 万人少ない 1,435 万人となり、国連

のデータでは、人口 4,000 万人以上の国 36 ヶ国の中で、その割合は最低との

報道もあります。 

こうした中で、政府においては、次元の異なる少子化対策を打ち出され、具

体策も示されつつありますが、これの裏づけとなる財源についても、先送りす

ることなくしっかりと手当てした上での対策であってほしいと思います。 

こうした中、広報５月号の私のコラムや、先日のまちづくり懇談会でも紹介

をさせていただきましたが、令和４年度１年間の人口動態でありますが、出生

者が 12 人、死亡者が 72 人、自然増減はマイナスの 60 人でありました。なお、

この出生者の 12 人についてでありますが、平成 28 年度以降は１桁で推移して

おりましたが、７年ぶりに２桁となったところであります。 

次に社会増減でありますが、転入転出の差でありますが、転入者が 105 人、

転出者が 88 人、差し引きプラスの 17 人となり、この数値につきましては、昭

和 30年の阿武町発足以来最大の数値であります。 

そして、これを合計しますと、年間の総人口の増減となりますけれども、こ

れにつきましては合計でマイナス 43 人となりましたが、この数値につきまし

ても、平成７年のマイナス 38 人、平成 11 年のマイナス 42 人に次ぐ過去３番

目に少ない数値であります。そして、これは本町がこれまでに取り組んできた、

医療費の無料化をはじめ、０歳児からの保育料の完全無料化、さらに今年度か

らの給食費の無償化を加えた子育て支援３点セットの他に、出産祝金の大幅な

拡充や各種定住奨励金の充実、さらには、各種福祉施策の取り組み等の成果が

具体的な数字として現れてきたものと喜んでいるところであります。 

こうした中、ＩＴ関連企業の誘致促進のために、奈古の寺東の鶴ヶ峰八幡宮

横に設置した、お試しサテライトオフィスでありますが、先月の 10 日から 21

日までの 12 日間、東京のＩＴ関連企業の若手社員２名が宿泊し、リモートワ

ークとリゾートという、若者に魅力のある働き方の施行をいたしました。 
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私も本人たちとも話しましたが、サテライトオフィスをはじめ、キャンプ場

やサンバシカフェ、shibano などでノートパソコンによるテレワークをする一

方で、のんびりとした雰囲気の中で、阿武町暮らしを体験した結果、仕事もは

かどり、大変満足した様子であり、期間中に阿武町を訪れられました社長、お

よび副社長も２人の報告を受けて、阿武町への進出も視野に入れて前向きに考

えたいというありがたい言葉もいただいたところであります。 

次に、ＡＢＵキャンプフィールドでありますが、町内外のみなさんからよく

聞かれますので、参考までに申し上げておきますと、令和４年４月から３月 31

日までの１年間の実績でありますが、利用組数が、計画が 2,900 組を計画して

おりましたが、実績としては 3,600 組、達成率が 124.1％、また利用者数は、

計画の１万人に対しまして実績が 1万 2,000人、達成率 120％となりました。 

また、道の駅全体の売り上げも前年度の４億 2,200 万円に対しまして、４億

9,600 万円となり、額にして 7,400 万円、率にして 17.5％の大幅な伸びという

ふうになりました。なお 7,400 万円の増加の内訳でありますが、キャンプ場と

カフェの売り上げが 3,800 万円で、キャンプ場の波及効果により売り上げが

25％もアップした温泉をはじめ、直売所、レストラン等のあぶクリエイション

の売り上げの合計が 3,600 万円増加したほか、道の駅内のたこ焼き、パン、饅

頭、弁当屋さん、海鮮丼屋さん、ケーキ屋さん等の各テナントの売り上げも伸

びており、さらに、道の駅の外の町内の店舗の売り上げにつきましてもよい効

果が出ているようでありまして、町全体では１億円程度の波及効果があったも

のと思っているところであります。 

次に、懸案であります老朽空き家対策につきましては、今回、松田議員の一

般質問にもありますので、詳しくは後ほど申し上げますが、撤去に向けた話し

合いが前向きに進んでおります。 

そのほか、定住対策として、平成 30 年から販売をしております、柳橋分譲

宅地につきましても、嬉しいことに全 29 区画のうち 24 区画が売れまして、残

り５区画となりました。私といたしましては、この残り５区画が売り切れる前

に次の分譲宅地の整備も考えなければならないと思っているところであります。 

また、山陰道木与防災事業につきましては、工事も順調に進められておりま

して、今年度においても、昨年度を大幅に上回る 47 億円もの予算が計上され

るなど、早期完成が期待されるところでもあります。 

こうした中、今回の補正予算に計上させていただきましたが、私は今後の阿

武町の将来に向けて、新たに木与防災事業の工事で出る大量の残土を活用して、

町内の企業誘致に供するためのミニ工業団地、仮称でＡＢＵファクトリーパー

ク、略してＡＦＰと名づけましたが、こうしたものの造成をすべく、現在所属

長と関係職員によるプロジェクトチームを立ち上げて、取り組みをはじめまし

た。 
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また、景気回復や電力・ガス・食料品等の価格高騰対策につきましては、こ

れまでの３回の商品券事業に続いて、新たに第４弾として、1 人あたり 500 円

券を 12 枚、金額にして 6,000 円分の商品券を町民全員に配布することとし、

また、事業者対策についてもしっかりと講ずるよう、今回の補正予算に関係経

費を計上させていただいたところであります。 

それでは、本定例会でご審議をお願いいたします議案につきまして、その概

要をご説明申し上げます。 

今回の議案は７件で、内容は法律および関係政令等の改正に伴う阿武町税条

例、および阿武町国民健康保険条例の一部を改正する条例、並びに一般会計補

正予算第１回の合計３件の専決処分をはじめ、第１次産業就業の際の就業支度

金を、これまでの規則から新たに条例として定める、阿武町定住促進条例の一

部を改正する条例、そして観光施設等の定義を、道の駅阿武町、ＡＢＵキャン

プフィールド、およびその他町長が定める観光施設というふうに改め、基金が

活用できるようにする、阿武町観光施設等整備基金条例の一部を改正する条例、

そして福賀分団に配備している小型動力ポンプ付積載車の更新に伴う物品売買

契約の締結についての他、人事異動に伴う一般会計補正予算第２回であります。 

次に、全員協議会での報告につきましては、地方自治法施行令の規定に基づ

く繰越事業の報告をはじめ、町の執行に係る工事等の契約締結の報告、並びに

地方自治法の規定に基づくあぶクリエイションの経営状況、さらに萩長門清掃

一部事務組合の構成団体への加入の申し入れについての報告の４件であります。 

なお、ご提案いたしました各議案のなお詳細につきましては、ここでの説明

は省略させていただきまして、その都度担当参与からご説明をいたさせますの

で、ご審議の上ご可決賜りますようお願いを申し上げまして、開会にあたりま

しての私のあいさつとさせていただきます。 

○議長 以上で、町長のあいさつを終わります。 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長 これより日程第１、会議録署名議員の指名を行います。本日の会議録

署名議員は、会議規則第 126 条の規定により、議長において、２番、上村萌那

君、３番、白松靖之君、を指名します。 

 

日程第２ 会期の決定 

 

○議長 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

お諮りします。今期定例会の会期は、過ぐる５月 30 日開催の議会運営委員

会において審議の結果、お手元に配付してある会期日程のとおり、本日から６
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月 14日までの８日間にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

(「異議なし」という声あり。) 

○議長 全員ご異議なしと認めます。よって会期は、本日から６月 14 日まで

の８日間と決定しました。 

 

日程第３ 一般質問 

 

○議長 日程第３、一般質問を行います。質問の通告者が６人ありますので、

議長において通告順に発言を許します。 

○議長 はじめに、１番、米津高明君、ご登壇ください。 

○１番 米津高明  みなさんおはようございます。日本共産党の米津高明で

す。今、岸田首相は、５年間で 43 兆円にも及ぶ大軍拡を推し進めています。

この軍拡財源法案が、衆議員の本会議で自民党公明党などの賛成多数で可決を

されました。これは、憲法９条には反する敵基地攻撃能力を保有し、日本がア

メリカの指揮統制化のもとで、アメリカの先制攻撃戦略である、統合防空ミサ

イル防衛の一翼を担うものです。このことにより、日本に戦禍を呼び込むこと

になります。日本共産党は、憲法９条を守ってこそ国を守れると訴えています。 

それでは、１項目目の質問に入ります。補聴器購入への補助について再度要

請です、再度質問します。 

みなさんもご存じのように、難聴になると認知症になりやすい、これは医学

的にもちゃんと表明されています。そこで、補聴器を装着することによって、

この認知症が予防される、先ほどもいいましたように、こういうことが医学的

に証明されていることなんです。 

難聴になると家族の会話の中に入れず、近隣の方との交流も減り、孤立して

いくことにより、自分の殻に閉じこもってしまう。このことにより、社会との

つながりがなくなっていき、認知症になる可能性が大きくなっていきます。 

ここで一番の問題なのは、補聴器が非常に高価だということです。このため、

身体障害者の補助に該当しない 40 デシベルから 70 デシベル未満までの方への

補助について、ぜひともしていただくように、補助をしていただくように町長

の答弁をお願いをいたします。 

○議長 只今の１番、米津高明君の１項目目の質問に対する執行部の答弁を求

めます。町長。 

○町長 補聴器の購入補助についてのご質問であります。 

３月定例会の一般質問でも同様な内容の質問をいただいておりますが、その

際、補聴器購入の補助については、一度はじめると将来にわたってやめること

ができない場合が多く、また、それなりの財源負担を伴うため、例えば基地交

付金とか、原発立地交付金などの特別な財源を持たない本町においては、他市
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町の動向も見極めた中での検討課題とさせていただきたい、というふうに答弁

をさせていただきました。 

米津議員のご指摘のとおり、加齢による聴力低下が認知症の発症原因の一つ

といわれていることは、十分御承知をしております。そうした中、今回議員か

らは老眼鏡をかけることによって、認知症の予防になると医学的に証明されて

いますかというふうなご質問もありましたが、これは前回の答弁の際に、私が

補聴器の購入をすれば、補聴器の購入補助をするとなれば、加齢による老眼も

同じじゃないか、それならば、老眼鏡の助成についてもというふうなことにな

る、というふうに申し上げたことへ対する質問ではないかなと推察いたします。 

あれは、あくまでも一つの例を述べたものであり、福祉サービスの提供を必

要とすることになった場合、その方にどのようなサービスが必要かを検討する

わけであって、そうしたときに、福祉の世界ではよくいわれることであります

が、なければ困るのサービスは公が補助する、あったらいいなのサービスは自

分でする、ということでありまして、まさにそれぞれにいろいろな事情がある

わけでありますが、数多くあるあったらいいなのサービスを全て公に求められ

ても、それはやはり無理があると思います。 

以前の発言は、こうしたことを前提に申し上げたわけであり、医学的に証明

されているとかいないとか、そうした議論は全く別問題であります。 

そうしたことで、これも前回申し上げましたが、難聴は徐々に進んでいくこ

とから、難聴になっていることそのものに気づいていない方も多くおられるよ

うでありまして、まずは、日頃から後期高齢者医療保険で受診できる人間ドッ

クや、簡易の聴力検査を受けていただき、自分が難聴であることを自覚するこ

とが、認知症予防やフレイル予防にもつながるのではないかと思います。 

前回も申し上げましたが、県内には現時点で、この提案のような、今回の提

案のような補助を行っている市町はありません。また、当事者から、そうした

意見要望を当事者の方から伺っているわけではありませんが、ただ、もしそう

した方々の要望が多いということであれば、それはそれとして検討はさせてい

ただきたいと思っております。以上で答弁を終わります。 

○議長 １番、只今の執行部の答弁に対する再質問はありますか。 

(１番、米津高明議員「はい」という声あり。)  

○議長 １番、米津高明君。 

○１番 米津高明 また同じような回答だったと思っています。老眼鏡のこと

はあまりいいたくなかったので、今回いいませんでしたが、一つの大枠として

一緒のような考えがされてると思うんですよね、認知症になる難聴の方と、老

眼鏡をかけなくても認知症には関係ない、それを一緒のこの枠で考えておられ

ると私は捉えています。だからそこを外していただきたい、それと、いろんな

施策、特に子育て世代とか、いろんな施策を他の市町に先んじで行っている、
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そういうところが素晴らしい町だと思っています。だから補聴器の補助も、も

う医学的に認知症を防げるということが証明されてるわけですから、ぜひとも

補助を出していただきたい、そのことによって、将来的に医療費や介護費が減

っていく、そういうふうになるんではないかと思っています。だから、出して

これが完全に出費だけで終わるんじゃなくて、その医療費や介護費の部分で、

少なくなれば十分返ってくると、こういういい方はちょっとおかしいかもわか

りませんけど、そういうふうに私は思っています。 

まず、前回と一緒に財源のことをいわれましたけども、あまりちょっとこれ

は大きい声ではいいたくないんですけども、３月議会で給食費の無償化が決ま

ったときに、町長は毎年１億 5,000 万円ほどの収支で黒字を出してると、だか

ら、給食費の無償化も十分続けていけると、給食費の無償化の金額がすごいで

す、この難聴の方に補助はこのことからいえば、十分予算的にお金は十分いけ

ると私は思っています。そんなにたくさんの何百人いう方には聞いてないんで

すけども、やはりつけたことによって会話が弾む、家族とももうテレビを見て

てもなんか面白くない、何かこうぼやっとしていることが多かったけれども、

つけたことによってやっぱり家族との会話もできたり、外に出てもやっぱり畑

に出てもとおる人にあいさつができる、そういうふうな面でものすごいプラス

になっていると思います。 

それと、今高齢者の交通事故、阿武町ではそんなに多くないですけども、都

会ではたくさんあります。一番心配してるのは、そういう方でもつけずに運転

されている方が多いと思うんですね。そしたら踏切とかそういうところで、目

で見て確認はされるんでしょうけれども、やはり警報音が聞こえないとうっか

りして入って事故を起こしてしまうこともある、ないとは限らないと私は思っ

ています。ですから、この 70 デシベル以上の方は障害者支援法で３月議会で

もいいましたように、ちゃんと補助が出るようになってます。等級によってラ

ンクありますけれども、それと修理代も出ます。１年に１回の修理代も出ます。

５年に１回買い替えのときの補助も出ます。ですから、町がやる軽度難聴者へ

の補助は、そんなに何回も何回も出せるわけじゃないでしょうけれども、とり

あえず初回だけでも出していただきたいというのが私の強い思いです。町長の

答弁をよろしくお願いします。 

○議長 町長。 

○町長 まずですね、２辺もいわれましたけれども、今の補聴器、意味が聞こ

えにくい、難聴の方で障害とまでいかない方についての補聴器が認知症を防げ

るということでありますが、それをすれば認知症を防ぐ一つの対策にはなると

いう意味だというふうに思いますので、今いいきられましたけども防げる、そ

れやったら防げるという話じゃちょっとない、防ぐ一つの手立てにはつながる、

そういうふうに正確にいってほしいなというふうに思います。 
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それからですね、先ほども申し上げましたけれども、サービスというのはで

すねきりがないんですね、あったらいいなのサービスは、我々いろんないわゆ

る法令に基づくサービス以外に、市町村としていろんな選択肢の中で、そこに

市町村の独自性というのが出てくるわけですね、どれに重きを置いてやるか、

あったらいいなのサービスはたくさんあります、してあげたいこともたくさん

あります、そこにはやはり我々市町の、あるいは極端にいいますと組長の思想

というものが当然出てくるわけですね。例えばお年寄りの方が、車なんていう

んですかね、シルバーカーっていうんですかね、ついていかれますよね、それ

は本当に足が悪かったらそれがなければもう歩かれないような方もいらっしゃ

いますね、それを町が全て補助していくんですか、いろいろ同じようなケース

はいっぱいありますよ、あったらいいなのサービスはいっぱいあります、それ

を１個１個福祉の町だからこれもやってください、これもやってくださいと、

いわれる気持ちはわかるけど、やはりそこには行政としての限界があるんです

ね。 

今たまたま補聴器の話を出されましたけど、たまたまこの押し車の話もしま

した、いっぱいありますよ、身体のものもあります精神のものもあります、い

っぱいあります、そういうグッズもあるしソフト的なサービスもあります。そ

れを全てあったらいいなのサービスを求められても、そこには限界があるし、

やっぱり節度を持たないといけないと思います。これやったら、これとこれは

同じじゃないかと、これも同じじゃない、これも同じじゃないか、あったらい

いなのサービス、ですから、やはりそこには国は一定の基準、例えば何十デシ

ベルというふうな基準を設けて、ここまではサービスっていうか補助とかもし

ますよ、でもこれからは一つの自助努力してくださいよ、歩きにくいのは当然

わかりますよ、それを遠くまでついていっていろんな人と交流ができる、それ

がなかったらそれもままならないこともある、それは当然わかります。でもそ

れを、あったらいいなのサービスをやるんですか、全て行政が、ということに

やっぱ結論的にはなるわけですね。ですから、ないと本当に困るものについて、

行政は手を差し伸べるけども、あとはやはりまさに優先順位をつけて、今こう

いうお金はある程度できたから、じゃああったらいいなのサービスの中でどれ

が一番優先順位があるのかな、それを見極めて、今年からこれをしましょうと

いうことは、これっていうのはこれ今の話じゃないですよ、こういったサービ

スを新たにしましょう、これはありえますよ、もちろんあったらいいなのサー

ビスも全部しませんっていう話じゃない、優先順位をつけて、なるべくやって

いきますが、今おっしゃるような今回のケースにつきましては、今その優先順

位の中では一番大事だなというふうに、大事ではあるんですが、上にくるとい

うことじゃなしに、もっともっと多くのサービスがあるんで、そこは徐々にで

すね、やれるものからやっていく、そういうことであります。全て同じです考
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え方、福祉サービス、福祉サービスだけじゃなしに行政を行うサービスはみん

なそれでですね、あったらいいなのサービス、そしてなければ困るサービス、

そこをしっかりと見極める、そのことを申し上げておきたいと思います。 

○議長 １番、再再質問はありますか。 

(１番、米津高明議員「はい」という声あり。)  

○議長 １番、米津高明君。 

○１番 米津高明 私には何か知らないですけど、もうなんかこれをやりたく

ない理由をいっぱい述べられているような気がしてなりません。 

やっぱりあったらいいなじゃなくて、あった方がいいな、あればいいなとい

うもっと強い、先ほどいいましたように、これをつけることによって認知症を

完全に防げるんじゃなくて、防ぐ一つのことなんですね、だから、少しでもそ

れを取り除くために、ぜひそれをやっていただくという、これが当てはまるか

どうかわかりませんけど、耳学問いうことで、耳からの情報が非常に大事だと

思うんですね。だからその情報が入ってこないということは、やはりもうどう

いっていいんですか、社会に溶け込めなくなる、いろんな話題が、私なんかも

しょっちゅう経験はしてます、いろんな方と話してても、こっち側がいうてる

ことに対して、なんか分かっているのか分かってないのか、こっちもほぼ判断

がつかない、たまにトンチンカンな回答がと出てくるときがあります。そうい

うことを繰り返していると、あの人と話してもしょうがないなというとこで、

我々の方も離れていくような感じになっていくと思うんですね。ですから、そ

ういうことも防ぐためにも、先ほどからいいましたように、最終的に認知症に

なると介護なんかでも大変だと思うんですね。だから、そういうことを少しで

も遅らせる、防げる手立てとして、これをぜひやっていただきたいということ

で、ずっと質問をしています。 

最終的に、他の市町がやったら考えなくもないなというようないい方なんで

すけども、いろんな施策を率先してやっているから、このことも阿武町はやる

っていうふうにぜひ表明をしていただきたいと思います。最終答弁、町長の答

弁をお願いします。 

○議長 町長。 

○町長 何回も申し上げておりますように、今現在、この時点でなければなら

ないサービスというふうに判断をいたしておりませんので、あったらいいなの

サービスの中で重要なサービスであるなと、重要なことであるなという認識は

もちろんはじめからありますけども、わかりました、やりましょうというふう

なお答えはできません。 

ただし全く今後のですね状況、そして他のサービスを今からサービスを減ら

していくつもりはありませんから、いろんなサービスをみなさま方に提供して

いきます。その中の優先順位のところに当てはまるような状況になりましたら
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ですね、これ全く検討しないという話ではありません。今現在は難しい、でも

将来的にいろんなサービス、これだけじゃなしに、いろんなサービスを今から

も、福祉を進めていきたいと思いますから、その中でこれが浮上してくるとい

うことであれば、それを今現在否定するものではない、現時点では難しいって

いう話です。 

○議長 １番、続いて２項目目の質問を許します。ご登壇ください。 

○１番 米津高明 それでは２項目目の質問を行います。 

shibano に関して質問をします。まずお聞きしたいんですが、オープンに際

して、設置に応じた費用はどれぐらいかかっていたのか、またどういう位置づ

けで将来的にどういう shibano にするというビジョンを描いての設置だったか、

行政側としてどう関わってきたのか、それと、当初からなぜ週３日だけのオー

プンであったのか、それと、前任者の方の任期満了がそんな直前じゃなくて、

前から分かっていたはずで、その手立てをなぜ早くしなかったか、それと、設

置したことにより、当初の目標を現時点で達成されたかどうか、これ今後、こ

の shibanoをどうしていくか、町長の答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長 只今の１番、米津高明君の２項目目の質問に対する執行部の答弁を求

めます。町長。 

○町長 阿武町暮らし支援センターshibano についてのご質問でありまして、

内容としては四つあったというふうに思います。順次お答えをさせていただき

ます。 

まず一点目の設置に要した経費でありますが、町では平成 27 年度から始ま

った、まちひとしごと地方創生を受けて、コミュニティデザインのスタジオＬ

と契約をして、まちひとしごと創生特別事業を進めてまいりました。 

さらに、平成 28 年度から、21 世紀の暮らし方研究所、いわゆるラボといっ

ておりますが、このラボを結成して奈古浦の古民家をお借りして、町内外から

およそ 40 人が毎月住まい、仕事、そして人を活動テーマに、選ばれるまちを

つくる、ということをテーマとして活動を進めてきました。 

そうした中、奈古中央通りに面した元奈古薬局の建物を、ラボのメンバーに

よるＤＩＹで拠点作りを行おうということになったわけであります。かかった

経費は、土地建物の購入費が 170 万円、と傷んでいた屋根の修理等で 379 万

6,000 円、そしてプロポーザル方式で選定した業者と町の拠点化を目指した旧

奈古薬局改修ワークショップ業務委託料として 633 万 9,000 円、その他電気工

事、水道工事、エアコンの設置等で 98 万 2,000 円、合計 1,281 万 7,000 円で

あります。ちなみに、このうちの 851 万 6,000 円が地方創生の交付金でありま

す。 

そして、この他机や椅子とかパソコン、そして厨房機器とした細々とした什

器備品がありますが、これらについては省略をさせていただきます。 



令和５年第２回阿武町議会定例会(第１号)                            令和５年６月７日 

－15－ 

次に２点目の設置の位置づけと将来ビジョンでありますが、平成 30 年４月

21 日に開所した阿武町暮らし支援センターshibano は、その設置および管理条

例において、この目的を移住定住および地域住民等の交流促進を図り、地域活

性化に資するため、支援センターを設置するというふうに明記しております。 

私は開所のあいさつの中で、人口減少に立ち向かうべく、平成 27 年に阿武

町版総合戦略である、選ばれるまちをつくるを策定し、住まい・ひと・しごと

の三つのキーワードのもと、それぞれの対策の拠点がこの支援センターであり、

大きな社会実験ともなるこの建物が、その役割を果たせるよう、みなさんから

のご意見を聞きながら運営してほしいというふうに申し上げました。このこと

は、私は管理業務に従事された初代の集落支援員のもと、役割は十分に果たさ

れたと思っておりますし、これからも引き継がれるものと思っております。 

次に３点目の、行政の関わりや開所日についてであります。 

この施設は古民家を改修したとはいいながら、町が整備した公共施設であり

ます。その管理については、会計年度任用職員である集落支援員が行い、業務

内容は、移住および定住の促進に関すること、そして地域住民および町外者と

の交流促進に関することとなっております。さらに、集落支援員の月間の勤務

日数は 17 日で、ということは週４日でありまして、当初から shibano 勤務は

週３日、そして集落点検業務を週１日というふうに割り振っているところであ

ります。なお、集落支援員の任期は、地域おこし協力隊と違いまして、３年と

いう年限的な制限はありませんが、新陳代謝を行うというために、原則３年以

内、そして最長でも５年というふうにしているところであります。 

議員のご指摘のとおり、前の集落支援員が５年の年限で離任後、今年の４月

５月と２ヶ月の不在期間が生じ、利用者のみなさま方には大変なご迷惑とご心

配をおかけ致しましたが、実はこの６月１日付で、新任の集落支援員が着任を

いたしました。 

なお、前任者が３年を経過した時点から、ずっとその後任者を探しておった

わけでありますが、なかなか適任者が見つからず、また業務の内容からして、

誰でもよいというわけではありませんので、このような結果になったことにつ

きましては、申し訳なく思っております。 

最後に４点目の、目標の達成と今後についてでありますが、２点目の回答と

若干重なりますけれども、新型コロナの影響で集まりごと等の活動が制限され

て、ラボの活動が停滞したことは否めないところがありますが、一方で、Ｉタ

ーンの窓口として、まちづくり推進課の担当と連携した相談や紹介はしっかり

と行ってくれましたし、また特に、奈古浦地区の方々やいろいろな女性グルー

プなどのサロン的な場となったり、子どもが集まって宿題をしたり、ズームを

使った遠隔での英会話教室、そしてヨガ教室など、新しい取り組みなども行い、

一定程度の成果は上がっていったというふうに思っております。 
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今後は、こうした取り組みを継続するとともに、街の玄関口である道の駅や

まちの縁側の位置づけのＡＢＵキャンプフィールドと連携をして、町の勝手口

的な日常の阿武町を体験する窓口としての shibano の機能をさらに図ってまい

りたいと思っているところであります。以上で答弁を終わります。 

○議長 １番、只今の執行部の答弁に対する再質問ありますか。 

(１番、米津高明議員「はい」という声あり。)  

○議長 １番、米津高明君。 

○１番 米津高明 回答の中で、週３日であったいうのは 17 日として、この

集落支援員の方の勤務日数が決められているというふうに解釈してもいいんで

しょうか。ただちょっと残念なんですけども、道の駅、町長もずっといろんな

面でいわれてると思うんですけれども、道の駅ともっと密な連携をしていくべ

きじゃなかったかな、特にキャンプ場ができてるわけですから、もう少し密な

関係で、そこへかなりの人がくるという状況、そういうのを作り出す、作り出

していくということが必要かなと、そのためには、やはりキャンプのお客様も

土日祭日が多いですから、できたらこの shibano のオープンを、それに合わし

たような形態にしていくというような考えがいいんじゃないかと私は思ってる

んです。 

それと、そういうふうに縛りがあって、３日しか勤務できないというんであ

れば、これはできるかどうか、そこは私もそこは分からないですけど、２人そ

ういう支援の方をきてもらって交代でやっていくとか、だから道の駅の休みは

水曜日が基本的には休みだと思うんですけども、その日だけお休みし、後は全

部オープンしていって、もっとたくさんの方を受け入れる、そして案内も、周

辺の案内もしていただいたらいいんじゃないかと思っています。 

釜屋自治会で、これとはちょっと関係ない話なんですけど、サロンをオープ

ンしたんですけど、そこでちょっとこのサロンの人らと話ししてるときに、移

住者というか、ちょっと違うなという人がご夫婦で通られてたんで、角っこの

空き家を見られてたんですね。それで、空き家を見られてたときに、ちょっと

案内でいろいろ説明してもらった方がよかったのかなという思いがあるんです

けども、ちょっと話をしてみたら、海の見える家に住みたいと、地方の方です

ね、長野県かどこかだったと思います。その方がそういう家を探しているとい

うことで、いろいろ見てまわってるということだったんですけども、結局は、

その家は借りられないで、他へ行かれたんだと思うんですけれども、そういう

ときにもっとしっかり説明できるように、外へも、そういう方がもしも来られ

たら行けるような状態にぜひしていただきたいなと、情報発信をもっとしてい

くべきだと私は思うんですけれども、このオープン、もう少しどうですかね、

３日間だけじゃなくて６日間とかいうのにはできないんでしょうか、ぜひこれ

を考えていただきたいと思いますけれども、町長答弁よろしくお願いします。 



令和５年第２回阿武町議会定例会(第１号)                            令和５年６月７日 

－17－ 

○議長 町長。 

○町長 月に 17 日間というのは、今これ国の地域おこし協力隊の関係の事業

でやっておりますので、これを広げるというのはなかなか難しいし、これ毎度

申し上げておりますが、これ地域おこし協力隊も同じなんですけど、その人た

ちはそこで永久就職するわけじゃないんですよね、年限があるんです。今の集

落支援員は基本ない、要綱的には年齢制限を国は求めてませんが、現実問題と

して、そこが永久就職の場かというとなると、やはりこれは住民の方々がいろ

んな批判が起こる、ですから、町としては地域おこし協力隊については、３年

基本、毎年更新ですけど１年更新で最長３年にしよう。集落支援員はもう少し

地域にどっぷり入っていかなきゃならない面もあるから、基本は毎年更新の３

年ですけど、５年までは引っ張ろう、引っ張ってもよいことに決めておるんで

す。いずれにしたって年限がある、それが年限が終わったときに終わりました

と、ありがとうございましたって、何をするんですかっていう話ですよね。だ

から 17 日というのがあって、残った日にちに自分がその年季が明けたときに、

すっとそこにソフトランディングできるように、自分の仕事のネタを作っとい

てくださいよ、例えば、阿武町で土地家屋調査士をやろうというふうな人がも

しいらっしゃったらですね、将来的にですよ、集落支援の仕事もしながら、残

りの日にちの中で 10 数日の中で、自分が勉強し、あるいはいろんなとこ行っ

て勉強して資格を取り、そしてそういうことを積み重ねて、そこにソフトラン

ディングできる、これが集落支援員なり地域おこし協力隊の基本的な考え方で

す。これも毎度申し上げておるというふうに思います。ですから、これをがん

じがらめに週５日間とか、６日間とか 1 人の人を拘束するというのは、それは

一見いいですけども、やっぱり将来的にその人については申し訳ないことをし

てるということです。 

今ならばもう１人というふうな話もありました。これにつきましてもですね、

やはり一定程度制度の中でやっておりますから、そこに２人、現実問題として

ですよ、それは私は現実問題としてはなかなか難しいと思います。ただ、先ほ

ど申されました連携、道の駅との連携もありますし、今私はもっと道の駅の連

携もありますが、ＡＢＵキャンプフィールドをまちの縁側といっておりますよ

ね、縁側ですが縁側と同じように、shibano は阿武町暮らし支援センターであ

りますから、いろんな阿武町暮らしの実態を見てみていただくというか、ご紹

介する場でもありますから、ここの連携は大事。そしてもう一つ大事なのが、

あぶナビさんとの連携、これをしっかり今新しくこの６月から、ちょっと２ヶ

月間ブランクありまして、大変みなさんに迷惑かけましたけども、あれもです

ね、おられなくなって騒動したわけじゃないんですよね、３年過ぎた時から募

集はかけてるんですよ。ところが、なかなか今ですねどこも同じですけれども、

地域おこし協力隊であれ集落支援員であれ、今売り手市場になっているんです
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よ。要するに人がいないんです、応募者が、そういう状況なんです、全国で同

じことをやってます。阿武町なんかははじめの頃から取り組みましたから、一

定程度の人がきてくれました。応募者１人募集するという時に３人も５人も来

たことがあります。でも今はまったく逆です。まさに売り手市場、来られる方

が選ばれるんですよね。自分たちはまず、阿武町のミッションはこれだ、何々

市のミッションはこれだ、それを比較される、勤務のいろんな条件状況、そし

て一番主は給与もあるかもしれません、そうしたものを比較してどこへ行くと

決められる、人が少ないんですよ応募者が、ですからちょっと本当は３年ぐら

いでボチボチですよねっていう話はしたけども、どうしても人がいらっしゃら

ないんで、そこから次の方の募集ははじめたんですよ、でもどうしても応募者

がないんで、やむを得ずもう１年お願いします。さすがに５年の年限ははじめ

から決めてますから、これ以上はもう、逆にいったら先ほどの永久就職ですか

という住民の批判を受ける状況になるんで、それはちょっと待ってくださいと

いうことで、２ヶ月間ブランクが空きましたけども、この６月から適任者が見

つかりまして配備しておりますけれども、今からはまた業務に戻っていくとい

うふうなことであります。ただ、おっしゃいますように、全く同じことをして

おればいいということじゃありません。状況も変わっておりますから、今まで

に増してですね、他との連携を取りながら、しっかりとミッションをクリアし

ていただけるようにしていきたいというふうに思います。以上です。 

○議長 １番、再々質問ありますか。 

(１番、米津高明議員「はい」という声あり。)  

○議長 １番、米津高明君。 

○１番 米津高明 選ばれる町を目指している阿武町としては、大変厳しい状

況かなというような感じを受けました。それだけ景気が回復してきて、働く場

所がたくさん増えたんかなという気もしてます。 

今キャンプ場が縁側といわれましたけれども、shibano をそうすれば、玄関

として玄関口として、いろんな位置づけでぜひやっていただきたいのと、３日

間ですけれども、そのうち１日ぐらいを日曜日か何かをやれるようなのはもう

どうしても無理なんでしょうか。やはりキャンプ場のお客さんとかいうのは土

日が多いですから、その方がこられても、例えば shibano が分かっててもそこ

へはこれない、閉っているから、そのような状況じゃないかと思うんですけど

も、その辺の回答をお願いします。 

〇議長 まちづくり推進課長。 

〇まちづくり推進課長(藤村憲司) 今の６月１日から新しい集落支援員になり

まして、これまで火木土でありましたが、日曜日、土曜に代わって日曜日を開

所するように計画をしております。以上です。 

〇議長 １番、続いて３項目目の質問を許します、ご登壇ください。 
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〇１番 米津高明 それでは３項目目の質問を行います。 

阿武町の職員に関する質問をします。現在の私が調べたときですけれども、

現在の阿武町の職員構成ですけども、職員定数は 65 人、現状は 56 人です。こ

の中には福賀診療所の先生も含まれています。これにプラス特別職３人、町長、

副町長、教育長の３人が入ります。 

この内訳ですが、男女別ですが男性職員が 33 人、女性職員が 23 人となって

います。年齢構成は 60 歳代の方が５人、男性４人女性１人、50 歳代が 16 人、

男性 10 人女性６人、40 歳代が 14 人、男性女性とも同じ数７人７人、30 歳代

が 11 人で男性６人と女性５人、20 才代が 10 人、男性６人女性４人となってい

ます。 

勤務年数でいえば、40 年以上の方が２人、30 年から 39 年までの方が 15 人、

20 年から 29 年までの方が７人、10 年から 19 年までの方が６人、９年以下の

方が 26人となっています。 

それと会計年度職員の方が 22 人、これはもう少しいらっしゃるんですけど、

正職員の方と同じような勤務体制の方の数だけです。 

事務職の方が９人で後の 13 人の方が保健師さんとか保育士さんの方で、全

て女性の方です。 

こういうことを見ると、ベテラン職員が数年で退職、今年もかなりの方が退

職されましたけれども、真ん中世代がすごく少ない、今までいわれてるように、

土台いうんか、若い方が多いんですけども、スリム、真ん中がものすごくスリ

ムになっていて上が重たくなっているというような状況だと思います。 

真ん中世代が今いいましたように少なくなり、比較的経験の浅い職員の方が

多くなっているんではないかなあ、そのことによって、人員不足によるミスも

起こりやすい、こういうことを危惧しています。 

今まででいえば、まちづくり推進課や健康福祉課でいうと、コロナ関連の施

策が次々と打ち出されて行われていて、すごく対応に追われてたと思うんです

ね。これでいろんなことができてたのは素晴らしいと思ってるんですけども、

こういうことが長続きすると私は思っていませんので、それと、退職者数に対

して６人の募集をされたということですが、実際採用されたのは２人にとどま

ってると、これも先ほど町長がいわれたような、あれと少し関連しているんか

なとは思ってますけども、これはなぜなんかなというような気持ちと、このよ

うに慢性的に人員不足では職員の方の業務負担が増して、こういうことがあっ

たら困るんですけど、再び大きなミスが発生しかねないと私はちょっと心配し

てます。こういう定員確保に向けて、今後どういうふうな対策をとられるのか、

町長の答弁をよろしくお願いをします。 

○議長 只今の１番、米津高明君の３項目目の質問に対する執行部の答弁を求

めます。町長。 
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○町長 阿武町職員の職員構成と、定員確保に向けた今後の対策についてであ

ります。 

米津議員のご指摘は、町の職員数が定数の 65 人に対して実人員が 56 人、定

数に比べて９人少ない上に、半数近くの 26 人が、勤続年数が９年以下であり、

人員不足と経験不足によるミスが起こるのではないかというご懸念であります。 

本町においては、職員の年齢的偏りは、これは以前から大きな問題がありま

して、これを是正するために、これまで退職者の再任用や年齢を年限を 39 歳

までとする中途採用、あるいは採用試験を高校卒業程度にするなど、いろいろ

と手立てを講じてきた経緯があります。そしてその結果、現在、年齢的には先

ほどは勤続年数で物をいわれましたが、年齢的には再任用の 60 代であります

が、これが５人、50 代が 50 歳代が 16 人、40 歳代が 14 人、30 歳代が 11 人、

20 才代が 10 人というふうになっておりまして、完全ではありませんが、概ね

年齢的なバランスにつきましては取れてきたというふうに思っております。 

こうした中で、先ほどの人員不足や経験不足によるミスのご懸念であります。

この中で経験不足についてでありますが、職員の能力の判断につきましては、

先ほどもありますように、勤務年限も関係ないとは申しませんが、もう一つで

は経験年数という見方があります。つまり、他の職場で多くの経験を積んで一

定程度の年齢になって入庁した職員は、勤続年数につきましては９年以下とい

うふうなことで少なくても、中途採用としてまた社会人として豊富な経験を積

んでおり、高い能力を持っておりまして、特に本町においては、結果として多

様な経歴のある職員が集まって、組織能力が上がっているようにも感じている

ところであります。 

ちなみに先ほどの数字から申し上げますと、勤続年数が９年以下の職員は 26

人でありますが、このうち社会人経験が 10 年以上ある職員、いわゆる中堅職

員は 10 人おりまして、中には 40 歳代の職員もいます。９年以下であっても、

10人以上がそういうベテランではない中堅職員だということであります。 

次に、職員の絶対者の不足でありますが、これを補うために、昨年は採用試

験を３回行いました。そして実際の採用にあたっては、合格者には別途本人に

電話で入庁の意思確認を行った上で、大丈夫ですねということでありますが、

そうした意思確認をした上で、採用内定通知を出すわけでありますが、その答

えは必ず入庁しますということでこの通知を出すわけでありますが、そういう

ふうに答えられたわけではありますが、最後の最後でいわゆるドタキャンをさ

れる方等もそれなりにありまして、今回は最終的に２人しか採用できなかった

わけであります。 

なお辞退の理由としてははっきりとはいわれないわけでありますが、いろい

ろ聞いてみますと、別に受けていた公務員より給料のよい会社に受かったとか、

国や県の職員に合格したとか、今勤めている会社に今より好条件で残ってくれ
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と慰留されたとか、そのようなことがあるようであります。 

なおこういった傾向は、少し前に県内の他の市町の組長さんの何人かとお話

しをしておっしゃっておられましたけど、どこもこのような状況であり、内定

があてにならない、また、たとえ入庁しても若い職員が何の躊躇もなく他の職

業に転職するために、１年たたないうちにでも平気で退職するということで困

っているというふうなことも聞いております。 

こうした中、定員確保に向けた今後の対策についてでありますが、12 月議会

の市原議員のご質問でも申し上げましたが、町職員にはつきましては、国家公

務員と同様に、定年延長措置として、段階的な定年の引き上げや、暫定再任用

制度もあるところでありまして、今現在４人のベテラン職員が再任用職員とし

て勤務をしているところであります。 

また来年度以降においても、勤務経験の豊富な課長やベテラン職員が定年退

職になるところでありますが、今後の職員採用におきましては、職員の再任用

や、段階的な定年延長をしっかりと見極めながら、長期的な展望に立って、適

正な職員の確保や採用計画を行おうとしているところでありまして、また職員

人数におきましても、先ほどのいわゆるドタキャンもありうる、というふうな

ことも考慮した中で余裕ある人採用を行いたいと考えているところであります。

以上で答弁を終わります。 

○議長 １番、只今の執行部の答弁に対する再質問ありますか。 

(１番、米津高明議員「はい」という声あり。)  

○議長 １番、米津高明君。 

○１番 米津高明 働き方ということでいえば、ある方なんかが、いつも町の

窓を見ると、いつまでもあそこは電気が点いておるとか、教育委員会も遅くま

で車が停めてあり電気も点いているという、こういう状況を見られてる方が、

時々どうにかせんにゃいけんと違うかなというようなことは、話を聞いており

ます。つまり働きやすく、今以上に、阿武町の職員で仕事をして良かったとい

う誇りが持てる、もっと職場づくり、こういうのを目指していくべきではない

かというふうに思っています。 

阿武町は、ちょっと私も調べてないから分からないんですけれども、国は男

性の育休なんかをかなりの奨励をしてきてますけども、やはり男女問わず、時

間や精神的にゆとりのない職場、こういうところでは仕事にも打ち込めない、

安心して休暇も取れないということになって、そこに例えば残業が多いと家族

に不満が出てきたりして、そういうふうになっていくと、仕事を多く抱えてる

上に、悩みまで抱えることになるので、日々の仕事にちょっとしたミスが発生

しかねないと、私は誘発しかねないと思っています。 

各課にやっぱりもう少しゆとりを持ってもらった仕事、業務内容、それと以

前、誤振込のときに町長がいわれてたと思うんですけど、例えば支出なんかで、
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10 万円以上の決済の場合は全部自分にまわってくるというのを、もう少し各課

に責任を持ってもらって、金額を分けてそこまでは課で、もっとスピーディー

にもっと町民の要望にスピーディーに対応するというふうなことをすれば、町

長としても仕事がその分全体を見渡すような仕事について、より阿武町がいい

方向に持って行かれるというふうに私は思っていますので、ぜひその辺も考え

ていただきたいというふうに思っています。この件に関しての町長のご見解を

お願いします。 

〇議長 町長。 

〇町長 まずいろいろ遅くまで職員、役所に灯が点いておるというふうなこと

で、みなさん大変だというふうなことであります。まさにそのとおりでありま

すが、以前ちょっとこれはちょっと蛇足になりますけども、以前私県庁職員の

話を聞いたときに、県庁のあの大きなビルにですね、灯が遅くまで煌々と灯が

ついているということでですね、県民の方からいろんなお叱りがあると、無駄

だと、電気代も出して何するかという話がある。私はそのことを聞いて、県庁

職員にそのようなことに対してみなさんどう思うのって聞いたら、大変心外だ

と、一生懸命努力して、それを電気が点いてるから無駄だと、みなさんのため

に一生懸命努力しているのに、それを無駄だといわれたら情けないと、そうい

う話もあります。私は同じように職員も一生懸命頑張って、それは本人につい

ては辛いことですけども、例えば８時も９時も仕事をするっていうのは、これ

は辛いことですけども、本人にしてみれば、先ほど米津議員は誇りの持てる職

場が必要だと、職員は誇りを持ってます仕事に、誇りが持てる職場が必要だと

いういわれ方はですね、大変失礼な私はいい方だと思います、皆一人一人が誇

りをもって仕事してます、ですから阿武町役場は誇りの持てる仕事場です。そ

れはちょっといっておこうと思います、いわさせていただきます。 

そして、その中で、その誇りを持てる、そして誇り自信を持って仕事をする

ためにみなさん頑張っている。それについて、遅くなったりすることはもちろ

んあります。それについて何かの対策なら、それはわかります。わかるんで、

それはしっかりとしていかなきゃならないというふうに思っておりますので、

先ほど申しましたように、人員についても余裕を持って、そして今のＺ世代と

いういい方もありますけれども、そういった方々は躊躇なく辞められます、本

当にどこも同じようなことをいろいろといわれます。それは公務員だけじゃな

しに民間も全く同じです。自分のライフスタイルを変更するのに何の躊躇もな

い。そういう世代が今育って社会に出てきています。同じようなことが阿武町

役場においてももちろん起こっています。 

ですからそこらのことも見据えた中で余裕のある人員採用をするということ

は、いわれるとおり必要であるというふうに思いますし、今年度試験をするわ

けでありますが、これについてもそういったことも若干、例えば途中でですね、
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そういった方が出られてもですね、いいような、そういう採用の仕方はやっぱ

りするべきだなというふうなことをつくづく、今回言葉は悪いですけど、いわ

ゆるドタキャンというやつがあれほど多かったわけですから、こういったこと

も今からはあるんだなというふうなことの中で、最終的に本当に職員として辞

令交付するまでわからないなというふうなことを感じましたから、そういうふ

うなことも在り得るというふうなことで、採用はちょっと余裕をもってしたい

というふうに思っております。 

そして、これは直接関係ありませんが、先ほど決済の話でありますが、例え

ば支出命令を町長のところに来ようが、副町長のとこで終わろうが課長のとこ

ろで終わろうが、それは決裁者が増えるだけ、私の仕事が増えるだけであって、

みなさんは発出する方は何の仕事も増えません。そこはちょっと上の決裁者、

決裁者といっても課長決裁と町長決裁しかありませんから、私の仕事が増える

だけであって、みなさん方は、支出命令収入命令そういった帳票書類を出すの

は、出せば降りてくるのを待つだけでありますから、それも私はほぼその日の

うちに自分の思いとして、職員が長かったわけですから、その日に上がったも

のは目にしたらすぐ、例えば 30 分以内にはほとんど返します。というふうな

ことでやっておりますから、そこのところはちょっと、違うとご認識いただけ

たらなというふうに思います。 

〇議長 １番、時間が少なくなりますが、再々質問ありますか。 

(１番、米津高明議員「はい」という声あり。)  

○議長 １番、米津高明君。 

○１番 米津高明 言葉がちょっと足らなかったかもわかりませんけれども、

私は今以上に、今誇りを持っておられないという意味ではいってません、そう

いう意味ではなくて、今以上に誇りの持てる職場にという意味でいいました。

それだけちょっと、申し伝えておきたいと思います。これで質問を終わります。 

〇議長 これをもって１番、米津高明君の一般質問を終わります。 

〇議長 ここで会議を閉じて 10分間休憩いたします。 

 

 

休憩開始／10時 22 分  会議再開／10時 32 分 

 

○議長 議会を続行する前にですね、実は４月１日の人事異動におきまして、

新しい議会参与がいらっしゃいますので、それぞれ自己紹介をしてほしいと思

います。柴田さん。 

〇出納室長(柴田奈美) この度、出納室長になりました柴田です。よろしくお

願いいたします。 

〇議長 小野支所長。 
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〇宇田郷支所長(小野智彦) この度、宇田郷支所長になりました小野です。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長 以上で、新しい議会参与の紹介を終わります。 

○議長 それでは、休憩を閉じて会議を続行します。休憩前に引き続き一般質

問を行います。次に４番、西村容子君、ご登壇ください。 

〇４番 西村容子 こんにちは、４番、西村容子です。通告に従いまして質問

いたします。 

項目１、有害鳥獣対策について、昨年９月定例議会一般質問において、市原

議員の質問にもありましたが、ここ数年前からイノシシやサルなどは増えてい

るのではないかと思っております。 

また、この春も県内各地にクマの出没が多く、特に北海道ではヒグマの目撃

が相次いでいます。残念ながら５月には釣り人が襲われました。山菜採りや登

山と、山野に入る機会は多いので、大変危険だとたくさんの報道も聞いており

ます。 

私も山の周囲に暮らしておりますが、いつもサルはいないかと、あたりを見

回し出かけています。時には集団で木々や屋根瓦にももちろん上がっておりま

す。そして、田の畔をウロウロしてあたりを伺っています。 

また、果樹の上にネットをかけても、もぎ取って周囲に皮をまき散らし、木

の上から高みの見物をしており、出かけるときはすぐ外には出られず、時間も

かかります。 

集会の場において、せっかく野菜を植えても引き抜いて畑の中がめちゃくち

ゃです、どうにかならないですかねと、ため息交じりで悔しがっておられます。 

さて、平成 30 年頃にサル天井侵入移動式捕獲柵の設置を３地区で行われま

したが、サルの方が賢いのかなかなか入りません。その後、他地区での捕獲の

様子はいかがでしょうか。 

いつも、いつ出てくるのか日々不安な生活の中におります。この町で安心し

て暮らしていくためにも、しっかりとした対策を考えていくべきではないでし

ょうか。このような現状の中質問をいたします。 

１、人口減少と高齢化の中、猟友会会員の会員数は５年前と現在ではどのよ

うな会員数になっておりますか。そこで、令和５年度狩猟免許試験日程のお知

らせが、先日５月の広報に掲載されていました。その中の説明には、申込期限

が５月 24 日となっており、５月の日程はあまりにも申し込むには近すぎて、

できれば今後は早めのお知らせをされてはいかがですか。 

また、県内５ヶ所での別日程でも行われるとなっており、大いに啓発をして

いただきたいと思います。 

２、追い払いロケット花火ですが、１集落だけでの追い払いでは効果がでな

いと思いますが、ロケット花火の補助を増額し、各地区へ配布をすることはい
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かがでしょうか。 

３、昨年９月議会において、里山作りに向けた支援を検討すると回答されま

した。その後の進捗状況はいかがでしょうか。 

以上３点の質問について、町長に答弁を求めます。 

○議長 只今の４番、西村容子君の１項目目の質問に対する執行部の答弁を求

めます。町長。 

〇町長 ４番、西村議員の有害鳥獣対策についてのご質問にお答えいたします。 

まず、猟友会の会員数の５年前と現在の状況を申し上げますと、５年前、平

成 30 年度でありますが、奈古地区が９人、福賀地区が 14 人、宇田郷地区が３

人、合計で 26 人でありました。そして、昨年度、令和４年度でありますが、

これが奈古区が７人、福賀地区が 14 人、宇田郷地区が４人、合計 25 人となっ

ておりまして、この５年間で 1 人ほど減ったということであります。ただ個別

の会員の状況を見てみますと、総数的には大きな変化はない、１人だけ減った

ということでありますが、個別的には高齢等によるリタイヤをされた方が８人

いらっしゃいまして、一方で、新たに狩猟免許を取って猟友会に加入された方

が７人ありまして、比較的よい形で新陳代謝が図られているというふうな感じ

を持っております。そしてこのことは、平成 31 年度から町単独で新たに狩猟

免許を取得された方に対して、資料免許講習会受講費と資料免許申請手数料を

１０／１０、つまり全額を補助するわけでありますが、阿武町有害鳥獣対策事

業というふうな銘を打っておりますが、これを制度化したわけでありますが、

これが一つのインセンティブとなって、若い方の狩猟免許取得につながったの

ではないかというふうに思っております。 

なお、西村議員ご指摘の狩猟免許の試験日程の広報掲載の件でありますが、

実は狩猟免許試験の報道発表がされた日が４月 18 日でありまして、町の広報

誌の４月 20 日号の原稿に間に合いませんでしたので、やむなく５月号に掲載

をさせていただいたところであります。 

なお、ご指摘の別日程の周知につきましては、狩猟免許は今後６会場で８月

まで実施される予定でありますので、広報の今月号６月号で全日程の周知をさ

せていただきたいと思います。 

次に、追い払いロケット花火の補助についてであります。追い払いロケット

花火につきましては、平成 28 年３月に開催した、阿武町サル被害対策講習会

の際に、受講されました集落や自治会に対しまして、地域が主体となり、協力

して進める効果的なニホンザル対策というふうな題目の中の一つの方法として、

あくまでも体験用として、手持ち式の発射台とセットでロケット花火を配布し

たものであります。したがいまして、現在、農林水産課において緊急的な追い

払い用として、若干の在庫は保有しておりますけれども、基本的にはそれぞれ

の受益者、あるいは集落自治会等での対応をお願いしたいというふうに思いま
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す。 

次に、里山作りに向けた支援の件でありますが、有害鳥獣に対しましては、

地域ぐるみで対応することが重要であることから、町では昨年度より山口県萩

農林事務所と連携して、鳥獣害と戦う強い集落作り事業というもので、これに

取り組んでいるところであります。そしてこれを受けて、実は昨年 12 月 20 日

にアドバイザー派遣による鳥獣害対策に係る座学の開催を計画し、町内の自治

会長さんと農事組合法人宛に案内をし、実施したところであります。ただ残念

ながら、宇田郷地区からはご出席はなかったということであります。そしてこ

の座学の中では、イノシシ、サル、ヌートリアの基本的な生態被害管理のお話

がありまして、また獣害対策に係る集落点検手法として、宇久自治会を対象に

現地確認と、出没状況・被害状況を取りまとめ、対策に取り組む実施カレンダ

ーの作成演習も行ったというふうに聞いております。 

なお、この研修会の中で、講師が被害管理の基本として強調された点が、ま

ず餌をなくすこと、そして囲う、隠れ場所や藪に注意する、被害を出す個体を

確保する、この四つのことを総合的に実施することが被害の減少につながると

助言されたと聞いております。そしてこれを受けて、隠れ場所、藪の解消に向

けた里山作りに関する今後の計画につきましては、引き続き今後とも協議検討

することとなっております。 

なお、昨年度の研修会に参加できなかった福賀地区の３法人、農業法人にお

かれましては、地域の全体で四つの農業法人が連携して、まさに地域ぐるみで

有害鳥獣対策の具体的な方法を決めていくということでありまして、これには

里山形成の協議も含まれるというふうに聞いているところであります。 

また、里山作り事業の実施に当たっては、国の鳥獣被害防止総合対策事業や、

県のやまぐち森林作り県民税関連事業としてこれを活用する予定としておりま

す。以上で答弁を終わります。 

〇議長 ４番、只今の執行部の答弁に対する再質問ありますか。 

(４番、西村容子議員「はい」という声あり。)  

○議長 ４番、西村容子君。 

○４番 西村容子 本当に毎日サルはいないか、サルはいないかと外を見なが

らの生活というのは、山の周辺に暮らしている者としては、やっぱりこのまま

ずっとサルの方は生き続けて、人間が逆に何か見られているような生活をして

おりますが、こういうふうに里山作りに向けた検討というのを少しずつしてい

ただければ、みんなも少しは気持ちが休まるかなと思います。目に見える形で

なかなか見えないんですけど、こういうふうに会合をされて、話し合いがある

ということだけでも進歩かな、ぜひそのまましていただければ、地域の人も自

治会もなかなか大変忙しい方が多いんですけど、そういうふうなことも自治会

の会合の中で説明をされたら、いつも出会うとサルがおるよ、ただそれだけの
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回答しか返りませんので、お願いしたいと思います。 

○議長 町長。 

○町長 本当に近年サルの被害が人的にですね、阿武町では襲われたというふ

うなことはないわけでありますが、もう近くではそういったことは頻繁に起こ

っておりますし、日本のいろんなところでそういう何ていうんですか、人的な

本当に被害があるわけでありまして、阿武町におきましても、捕獲の檻等も、

特殊な捕獲の檻等も設置をしておりますが、なかなか相手も賢いわけでありま

して、取れないというのが実情であります。ただ銃で撃つものについては、相

当な数を取っておるわけでありまして、全く何の対策もしてないということで

はないというふうに考えております。そしてまた、やまぐち森林作り県民税を

使ってですねやっておる中で、例えば竹林、繁茂竹林ですね、繁った竹林、こ

れまた竹林が増えておりますので、これらについては、やまぐち森林作り県民

税を使って、そうしたものを伐採していく事業につきましても、毎年町でその

お金を活用してやっておりますし、また新しくはじめたものとして、直接関係

はないかもしれませんが、やっぱり薮のようなものを減らしていくということ

も大事でありますから、今、道路にかぶさっている立木を、法の一定程度の高

さまで切っていくというふうなことを、新しく単独の事業ではじめさせていた

だきました。全て一辺に覆っているのが全部除くわけではないんですけども、

これにつきましても継続してですね、そういう藪的なものをですね、ちょっと

ずつでも減らしていくというふうなことで、町としても努力はさせていただき

たいというふうに思っております。 

なお先ほど、猟友会の方々、若い方々が免許を取っていただいて、人数は１

人しか減ってない、あまり変わらない状況でありますけれども、実際には中身

は、ぐっとですね新陳代謝がされたというふうなことでありますから、これに

つきましても、引き続きこの補助をやっていきながらですね、新陳代謝をして

捕獲体制をしっかり整えていきたいというふうに思います。以上です。 

○議長 ４番、再々質問はありますか。 

(４番、西村容子議員「はい」という声あり。)  

○議長 ４番、西村容子君。 

○４番 西村容子 猟友会の方に、今はちょっと入院とかされておられないん

ですけど、人家があるところは撃たれんっていわれて、やっぱりそういうもん

なんだ、人と人とのやっぱりケガっていうか、間違いが起こっちゃいけないか

らっていう意味ではありますけど、目に見える形で、藪のこういう減らすとか

そういう形をされれば、みなさんしてもらっているなっていう、自分の山も一

緒ですけど、少しそういう気持ちを上げていかないと、いつまでもただおる、

ただおる、サルが出た、サルが出た、あればっかりが毎日なんで、お互いにそ

ういう認識がないといけないなと思います。以上です。 
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〇議長 答弁いりますか。 

○４番 西村容子 いや、よろしいです。 

〇議長 町長。 

〇町長 本当にみんなでですね、地域ぐるみで有害鳥獣対策というのをしなく

ちゃいけません、おるから撃つとか、罠かけるっていうことだけじゃ絶対にな

くなりません。これは地域の方々が自分のこととして、それも個人だけじゃな

しに、地域ぐるみでやっていって、ここの周辺に行ったらいけないよというふ

うなことを学習させなきゃいけないというふうなことであります。 

そして、これちょっと話違いますけど、もう一個ですねよくいわれるのが、

サルとかが平場に降りてきて、鉄砲で撃てばいいのにという話を聞きますが、

池田議員いらっしゃるから専門家がいらっしゃるからあれなんですけど、人家

が近いとこで平撃ちというのはできないんですね、平撃ちというのは水平撃ち

ですよ、そういうふうになってるんで危ないから、その先に人が居るかもわか

りません、ですから一定程度の角度がないと撃てない、場所が決まってる撃っ

てよいところと悪いところがちゃんと決まってて、そこにいるから撃ってくれ

という話は難しいわけですよね。例えば、特に民家の中に出てきて、屋根の上

に居るから撃ってくれと、このことはあり得ない話でありますから、撃てばい

いのにという話はよく聞きますけども、いろんな制約があるので、なかなか難

しいというようなことがあるということもご認識をいただいておったらなとい

うふうに思います。以上です。 

〇議長 ４番、続いて２項目目の質問を許します。ご登壇ください。 

〇４番 西村容子 ２項目目に入ります。阿武町コミュニティ交通の運行状況

について、令和３年 10 月 1 日から福賀コミュニティ交通ふくすけ便を運航開

始されました。その後、令和５年４月１日、奈古コミュニティ交通なごやか便、

宇田郷コミュニティ交通宇田ふれあい便の出発式が開催され、運行の運びとな

りました。地区の足として、主に通院や買い物などの運行となり、３地区の足

並みが揃ったのではないでしょうか。 

ここまで至るまでには、お互いにいろんな経緯があったように思います。 

運転者さんの中には、アナログ携帯からスマホを使用するために買い換えら

れました。まだスマホを使い慣れないのと、地図を見ながらの家探しと、不安

の中３月末日が過ぎました。そして運行日から毎日オペレーターは絶えずスマ

ホのラインを見ながら、申し込みがあると運転者さんに呼びかけます。利用者

さんが待っておられますので、ＯＫをいただかないと運行ができません。そし

て無事運転が終了すると、お疲れ様の言葉がそれぞれの運転手さん、役員から

ラインに入ります。いつもお互いにねぎらい合い、とてもいい雰囲気だと思っ

ております。そこで、会計担当は運行日誌にて計算となります。 

運行開始から２ヶ月が過ぎました。先日ある方から、これから自分が運転で
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きなくなったら乗せてもらいますよとのお話もあり、今後期待されているのだ

なと思いました。ここでお尋ねします。 

１、令和４年度福賀コミュニティ交通ふくすけ便の運行状況、運転手さんの

様子、利用者さんの感想をお聞きします。 

２、令和５年度３地区の運行状況、運転手さんの様子、利用者さんの感想も

お願いいたします。以上、町長の答弁を求めます。 

○議長 只今の４番、西村容子君の２項目目の質問に対する執行部の答弁を求

めます。町長。 

〇町長 ２項目目、阿武町コミュニティ交通の運行状況についてでございます。 

最初に福賀コミュニティ交通ふくすけ便の運行状況や運転手さんの様子、ま

た、利用者さんの感想でありますが、まず、令和４年度の運行実績であります

が、年間の利用が 1,016 回、内容といたしましては、福賀地区内が 606 回、奈

古や宇田郷への地区外への運行、これが 410 回であります。そして１日平均で

ありますが、これは予約があれば毎日運行ということでありますから、分母を

365 といたしまして、1,016 を 365 これで割りますと、平均で 2.8 回、１日 2.8

回出るということになります。 

次に、運賃収入でありますが、年間で 41万 5,700円の実績であります。 

なおこの運賃につきましては、福祉バス券の利用が可能としておりますので、

これを分けて申し上げますと、現金での収入が 25 万 9,100 円で、福祉バス券

での支払いが 15万 6,600円いうことであります。 

ご案内の当時、町では 75 歳以上の方、そして障害者手帳をお持ちの方、そ

して妊産婦、そして免許証の自主返納者などに福祉バス券を交付しております

が、結構有効に活用されているなというふうな感想であります。 

次に運行経費でありますが、まず運転手さんへの手当などが 93 万 5,700 円、

そして諸々の消耗品が 5 万円で 98 万 5,700 円合計ですね、合計 98 万 5,700 円

から、運賃収入の 41 万 5,700 円これを引いた、ちょうど 57 万になるわけです

が、57 万円をその組織に委託料として支払っております。そしてこのほかには、

ガソリン代が 18 万 8,000 円、車両のリース料が 32 万 7,000 円、携帯の電話代

が 6 万 4,000 円、任意保険が 1 万 4,000 円、合わせますと 59 万 4,000 円、こ

れを別途運行主体は町でありますから、町が直接支出をしております。したが

いまして、ふくすけ便の１年間の総経費は、委託料として支払う 57 万円と町

が直接支払うガソリン代などの経費 59 万 4,000 円の合計で、116 万 4,000 円が

町が持ち出した経費ということになります。 

次に、利用者の声でありますが、電話１本でドアツードアできてもらえるの

でありがたい、とかお医者さんや買い物に行くのにとても便利、というふうな

ことで大変喜ばれているというふうに聞いております。 

なお運転者さんにつきましては、およそ 10 人でグループを作っておられま
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すが、市町村営自家用有償運送の交通空白運送で位置づけでありますから、全

員が二種免許、または国土交通省指定の有償運送の講習を受けられた上で、業

務に当たられておられます。 

また、実際の運航手順といたしましては、利用者の配車依頼の電話がオペレ

ーターに入りまして、直ちにオペレーターはラインを使って運転手グループに

情報を共有し、誰が運転するかは決めておられるようで、これについては特に

問題はないというふうに聞いております。 

若干横道にそれますが、まち作り懇談会でも紹介をいたしましたが、今年３

月のＪＲの春のダイヤ改正で、萩から帰りの列車の奈古駅到着が 45 分も遅く

なりまして、夕方に萩から福賀に帰る高校生が 18 時 35 分発の町営バスに乗り

継ぎができない事態が発生しました。単純に考えると、町営バスの時間を遅く

すればいいわけでありますが、実は法律によりまして、運転手の１日あたりの

運転業務の従事時間の制限との関係で、もし遅くするなら、もう１人別の運転

手を追加配備する必要がありまして、当然、多額の追加経費が必要となり、現

実問題としてこれも難しいわけでありまして、困ったわけでありますが、ふく

すけ便のみなさんに相談をしたところ、それなら自分たちが引き受けようとい

うふうなことで迅速に動いていただきまして、春休み明けの４月 10 日から帰

りの便が確保できたということであります。 

さらに今は乗車予約についても、取りまとめの保護者のグループを作ってい

ただき、スムーズに利用ができていると聞いており、本当にありがたく思って

いるところであります。 

このように、ふくすけ便は誰でもどこでもどんな目的でも、高齢者に限らず、

住民のみなさんの生活の足として大変活躍しておりまして、本当に嬉しく思っ

ております。 

次に２点目でありますが、デマンド交通は福賀地区で令和３年 10 月から始

まりまして、奈古、宇田郷地区は今年の４月から運行を開始し、これで町内の

全地区で運行をされたということになりますが、それぞれの運行状況や運転者

さんの様子、あるいは利用者さんの感想についてということであります。 

まず、ふくすけ便は４月の今年ですよ、令和５年の４月５月の状況を申し上

げますと、ふくすけ便は４月の利用者が 93 回、５月が 79 回で、前と同じで 1

日平均 2.8回となります。 

次になごやか便でありますが、４月が 96 回、５月が 109 回で、１日平均が

3.4回となります。 

また、宇田ふれあい便につきましては、４月が 50 回、５月が 23 回で、１日

平均 1.2回の利用となっています。 

また利用者の声でありますが、足腰が弱って手押し車を使って歩くようにな

りました、それでバスは乗り降りが大変なので助かると、いうふうなこと。そ



令和５年第２回阿武町議会定例会(第１号)                            令和５年６月７日 

－31－ 

してまた、年中無休と聞いて驚きました、自分の時間に合わせて電話したらき

てもらえるので、週に２回はお医者に行くし、ちょっとの買い物でも大変便利

です、というふうな声をいただいているようであります。 

なお、デマンド型交通につきましては、住民のみなさんの互助のお力で生ま

れた地域交通の仕組みで、こうした形の阿武町のデマンド交通の取り組みは、

全国的にも珍しく、５月にはＮＨＫや各新聞社などの取材が続きまして、問い

合わせも増えましたが、各地区の便のみなさま方のご尽力には大変頭が下がり

ますし、他の市町や地域で簡単に真似ができることではないと思っております。 

福賀ではじまったこうした互助の取り組みが、全町に広がったこと、そして

また、すでにこの取り組みをベースにして、新たに買い物支援など、暮らしを

サポートする取り組みがはじまっているとも聞いております。 

高齢化が進み、人口減少が進む阿武町において、行政ももちろん努力をしま

すが、一方で、町民自らが地域の課題や地域で暮らす人々の困難を、他人ごと

ではなく自分事として捉えて、自分のできることをできる範囲で提供すること

によって、地域に貢献していく、こうした町の在り様こそ、まさにこれからの

阿武町のまち作りの方向性ではないかというふうに思っております。 

改めまして、関係各位に心から感謝を申し上げまして、答弁といたします。 

〇議長 ４番、只今の執行部の答弁に対する再質問ありますか。 

(４番、西村容子議員「はい」という声あり。)  

○議長 ４番、西村容子君。 

○４番 西村容子 最初、福賀のふくすけ便のお話を参考にしながら、できる

んやろうかとか、みんなでいつも話し合いをして、そしてアナログ携帯でスマ

ホに変えるんかとかも、運転者さんもいいたい放題といったら悪いんですけど、

結構会合の中では、当日、誰も運転する者がおらんかったらどうするんかとか、

随分と聞きました。でも、もうこれやってみないとしょうがないからって、当

日、ずっと一月の間はずっと私も見てみましたけど、今度は本気になってです

ね、自分がする自分がすると、同時に手を挙げてんですよ、ラインを見ながら、

同時にされても譲り合わんと、そこもやっぱり同じ人ばかりしてもらうと、長

期に体力がなくなるかもわかりません。年とって運転手さんしてですから、だ

から人を乗せる人を運ぶっていうのは、疲れるものがあると思いますので、そ

の辺も私は会長と相談をしながら、この人ばっかりはいけんよねとかいいなが

ら気は使っとるつもりなんですけど、これからどんどん自分の足で運転できる

間はいいんですけど、いずれは運転手さんにお願いをすること多くなると思い

ます。 

３地区でお互いに知恵を出し合ったというのが、私としてはとても良かった

かなと思います。役場と社協のみなさんにお世話になりました。これから体力

をつけて、まだこれ走らんといけんと思います。別にお尋ねというほどもあり
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ません、まだ未知の世界ですから、これは続けるということが大事ではないか

なと思っております。 

〇議長 町長。 

〇町長 今、正式に運行をはじめて、２ヶ月３ヶ月目に入ったわけであります。

ここに至りますまでにですね、いろんな話し合いが地域の方々でなされたこと

は、逐一私の方にも連絡がどのような状況であったというふうなことは聞いて

おりまして、奈古地区においても、宇田郷地区においても、ある時はもう空中

分解するかというふうなことがあったというふうなこともしっかりと聞いてお

るわけでありますが、しかしながら、みなさま方の目ざすものは、方向は一つ

でありますから、その一点でみなさま方が空中分解をせずにですね、今のよう

な状況に至ったというふうなことが、本当にありがたいなというふうに思いま

す。そしてまた、これもいつも申し上げておりますが、こういった人様のため

になることを、みなさま方が住民の力でやり上げておるんです、現在進行形で

やっておるということは、本当に大事なこと、互助共助の本当にそのものであ

ります。こういったことが、他のものに広がっていけば、なおさらいいなとい

うふうに思っております。行政が全てに手が届くわけでもありません。まさに

縮充のまち作りをしていかなきゃならないというふうにも思っております。 

それからもう一つ、今回のこのことについて、これもよく申し上げておりま

すが、今までなかなかいろんな、例えばボランティア活動とか何とかいろいろ

あるんですが、そういった中で、ある程度出られる方っていうのは決まってい

て、いつもの方のような、何とかの委員さんとかでも同じですけども、そうい

うパターンがあったわけでありますが、この度の運転手さんなんかについては

ですね、今までこういったところに全然顔の見えなかった方、あたりが手を挙

げていただいて、運転ならできるぞというふうなことでですね、いや、それで

自分が貢献できるならやりましょうよというふうなことで、手を挙げていただ

いたというようなことは、これは本当に尊い、町としては本当に大きなものを

拾ったっていう、拾ったといったら言葉は悪いですけど、いただいたというふ

うに思います。今までなかった、年は関係ないですよ、年関係なしに今まで表

に出ていらっしゃらなかった人が新たな人材として、顔出していただいたとい

うふうなこと、このことは本当に素晴らしいことだというふうに思っておりま

す。 

そして、最後ですが、まさに、利用者の希望はある、じゃあどなたが運転す

るかというふうな、そういうふうなこと、１人に偏るとまたいろいろあるとい

うふうに思いますが、そこでやはりオペレーターの方の、やはりそこの裁量と

いうんですかね、大変だというふうに思いますが、特にオペレーターの方につ

きましては、そこの辺のことも考えながらやっていらっしゃるというふうに思

っておりますので、今後ともしっかりと今のことを続けていただいて、これが
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末永く続くように、そして、まだまだ利用者の方については周知が足りない部

分もありますので、しっかり町としても周知をさせていただきながら、利用の

拡大に努めていけたらというふうに思っておるところであります。以上です。 

〇議長 ４番、再々質問ありますか。 

(４番、西村容子議員「いいえ」という声あり。)  

〇議長 これをもって、４番、西村容子君の一般質問を終わります。 

ここで会議を閉じて 10分間休憩いたします。 

 

休憩開始／11時 08 分  会議再開／11時 16 分 

 

○議長 休憩を閉じて、休憩前に引き続き一般質問を続行します。次に２番、

上村萌那君、ご登壇ください。 

〇２番 上村萌那 上村萌那でございます。通告に従いまして質問をはじめま

す。 

阿武町での自治体ＤＸ推進についてお尋ねいたします。 

今年度、時代に応じた行財政運営として、行政デジタル化推進事業に関わる

予算が計上されています。まず今年度は、阿武町版ＤＸ推進計画およびセキュ

リティーポリシーの改定を行うことになっています。ＤＸ、デジタルトランス

フォーメーションは、単にデジタル技術を使い、業務やコストを削減するとい

うことではなく、デジタル技術の利用により、町民生活に変化が生まれること

を意味しています。 

ＤＸ推進事業は、長期的に進めていく施策であるかと考えますが、ＤＸによ

って生まれる新しい阿武町の魅力、阿武町がどのような町になっていくのか、

町長のビジョンを伺います。 

また、デジタル技術の活用により、将来的には職員でなければできない仕事、

より価値のある業務の遂行を可能にするためには、まず業務の効率化が必要で

す。全国的に労働世代の人口減少が見込まれる一方で、住民一人一人のニーズ

は多様化しており、住民サービス維持のため、多くの自治体でＤＸ化が進んで

います。マイナンバーカードの活用や手続きのオンライン化、ＡＩ人工知能の

利用など、さまざまな事例もありますが、阿武町ではこれから具体的にどのよ

うなシステムの導入を検討されているのでしょうか、お伺いいたします。 

〇議長 只今の２番、上村萌那君の１項目目の質問に対する執行部の答弁を求

めます。町長。 

〇町長 自治体ＤＸの問題であります。まず議員もご指摘のとおり、ＤＸとい

うのは、一般的にはデジタル技術を社会に浸透させることによって、人々の生

活をよりよいものに変革するというふうにいわれております。英語の大文字で

書き表しますＤＸは、デジタルトランスフォーメーションの略で、これを直訳
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すると、デジタルによる改革という意味で、単なる改革ではなく、デジタル技

術によって既存の価値観や枠組みを根底から覆すような、革新的なイノベーシ

ョンをもたらすものだという認識であります。 

なおデジタル化と同様に、ＤＸと混同されることが多いのがＩＴ化でありま

す。このＩＴというのは、インフォメーションテクノロジーの略でありますが、

コンピューターとネットワーク技術の総称で、ＤＸが社会や組織、ビジネスの

仕組みそのものを変革することに対しまして、ＩＴ化は、既存の業務プロセス

のまま、業務の効率化と生産性の向上を図るという、非常に限定的な言葉とし

て用いられておりまして、旧来のアナログな作業をデジタル化して利用すると

いうふうな意味合いで、ＩＴ化という言葉が使われております。 

また、デジタル化でいえば、これまでアナログで行っていた一部の業務を、

デジタル化して効率化を図る例として、書類を電子化してペーパーレスにする、

対面で行っていた会議Ｗｅｂ上で行うなどが挙げられるほかに、部署、全体の

テレワークの推進や、ＩＴを用いて収集したデータの活用などが挙げられます

が、これをＤＸとして捉えられるためには、業務における一部分をデジタル化

し、その上でさらに業務全体、また他の関係機関等々を含むプロジェクトを全

体をデジタル化することで、業務に変革をもたらすものがＤＸで、ＩＴ化およ

びデジタル化は、あくまでもＤＸを実現するための一つの手段であると考えて

います。従って、ペーパーレスや電子化を推進しても、対象の業務などのＩＴ

化やデジタル化を進めただけに過ぎません。住民がネット上から出てくる手続

きが増えたことで、書類のやりとりがなくなり、住民の満足度が向上した。 

また、効率的にデータの収集が行えるようになったため、住民サービスの向

上につながった、などということが実現できて、はじめてＤＸを実現したこと

といえるわけで、ＤＸと一言でいっても、その実装がなかなかつかみにくいの

が現実であります。 

こうした中で、国の動向および対応について紹介いたしますと、現在国では、

地方公共団体情報システムの標準化、共通化を推進する対象事務として、児童

手当、子ども子育て支援、住民基本台帳、戸籍の附票、印鑑登録、選挙人名簿

管理、固定資産税、個人住民税、法人住民税、軽自動車税、戸籍、就学、健康

管理、児童扶養手当、生活保護、障害者福祉、介護保険、国民健康保険、後期

高齢者医療、国民年金、この 20 の業務を挙げております。そしてこれを令和

５年度末までに、電子政府、電子自治体を実現するガバメントクラウド上での

標準準拠システムへの移行ができるよう、計画的に推進することとされており

ます。 

また、標準化の着実な実施に向けては、外部人材による市町向けの専門的な

相談窓口の開設の他に、財政支援や、ガバメントクラウドの利用料の適切な設

定などが検討をされているところであります。 
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なお、阿武町のこれまでのデジタル化に対応する取り組みといたしましては、

ご案内のとおり、４年前の平成 31 年３月から、周南市、下松市、光市、そし

て柳井市との４市と阿武町、４市１町による共同クラウドに参加し、住民情報

をはじめ、年金、税、国保、介護、後期高齢者、障害、児童、健康管理など、

各種法改正案件や標準化等に関しまして対応しておりまして、経費も、町単独

で行うよりも約 40％程度削減ができております。 

また、戸籍システムに関連するマイナンバーカードや、旅券電子申請システ

ムにつきましては、国や県と直につながるＬＧＷＡＮ回線により、事務の効率

化を図っているところでもあります。 

このほか本町では、令和３年度の県のシビックテックチャレンジの公募に手

を挙げまして、ご承知のように、行政用に開発されたアプリにより、窓口にこ

られた聴覚障害者や耳の遠い高齢者などの方に対しまして、担当者が話した言

葉がそのまま透明のディスプレイに映し出されるシステムを導入し、耳の不自

由な方には大変喜ばれております。 

また、このシステムに関連し、保健師が高齢者のお宅に訪問する際には、文

字起こしの機能の入ったタブレットを持って伺いまして、タブレットに保健師

が話した言葉がそのまま文字として表示され、耳が遠い方にも伝えたいことが

きちんと伝わり、スムーズなやりとりに役立っているわけであります。 

また、昨年度からは新型コロナのワクチン接種のスマホのラインでの予約の

他に、今年度からは、集団検診の予約もラインででき、予約は受付期間内であ

れば時間外であっても、休日であっても可能にしております。 

この他にも、母子健康手帳の補助的な機能として、ボシモというアプリを使

いまして、赤ちゃんの予防接種や身長体重の管理をはじめ、各種案内の情報提

供、そして妊娠届時のアンケートの電子化の他に、この６月からは、訪問面談

時の事前アンケート、そして妊娠届出時の予約機能も追加することといたして

おります。 

こうした中、最近では、国や県などの協議会や会議をリモートで行うことが

多くなりましたが、介護認定審査会においても、リモート審査会が実施されて

いるほか、昨年度に引き続き、今年も今年度も経済の地域内循環を目指す地域

限定のキャッシュレス決済の実証実験や、第４弾の電気ガス食料品等価格高騰

対策の第４弾の商品券、これも希望者にはデジタル商品券の導入も試みをいた

します。 

こうした中で、昨年度は誤振込等の対応もあり、本町のＤＸへの対応は出遅

れた感もありますが、町としては、まずは全職員がＤＸに関する対する共通認

識を持つ必要があるというふうに思います。実はこうしたことから、今年の２

月６日と７日、そして 17 日のあわせて３日間、国の地域情報化アドバイザー

派遣事業というのを活用して、ＤＸに関して詳しい専門家を招聘いたしまして、
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各所属へのヒアリング、全職員を対象とした研修会を行い、職員のＤＸに対す

る共通認識と、役場業務の現状の洗い出しを行ったところであります。 

またこの専門家からは、阿武町はセキュリティポリシーが脆弱であるとの指

摘も受けたところであり、新年度予算においては、行政情報セキュリティポリ

シーの改定に係る経費を計上させていただいたところであります。 

さらに今後、ＤＸを推進していくためには、改めて阿武町の総合計画に沿っ

たＤＸを推進する目的や、施策の明確化が必要になります。従って、今回、所

属長等によるプロジェクトチームを立ち上げ、プロポーザル方式による、また

公募による外部の専門家の伴奏を得ながら、計画策定に取り組むことといたし

まして、これにつきましても、予算計上させていただいております。 

こうした中で、上村議員からのＤＸによって生まれる新しい阿武町の魅力、

どのような町になっていくのか、町長のビジョンはというふうなことでござい

ます。このことにつきましては、私のＤＸのイメージを令和３年９月号の私の

町長コラムに、光ファイバーの紅葉と題しまして、物語風に書かせていただき

ました。 

内容を若干申し上げますと、一人暮らしの春子おばあちゃんの家と、役場の

保健師がカメラ付きのテレビと光ファイバーでつながることによって、鮮明な

画像で春子さんの表情やケアの様子、身なりの様子、また会話を通じて心と体

の健康と同時に、安否確認ができます。 

さらに、訪問に移る移動時間が節約できまして、結果として、何倍もの人が

お年寄りの健康管理や安否確認ができるようになる。そして春子さんは週１回

の保健師との会話を楽しみに、身なりを整えてテレビの前で待っているという

ふうな物語でありまして、こうした取り組みが、結果的にはお年寄りやその家

族の大きな安心につながっていくという思いから、情報通信技術を活用した、

高齢化社会における福祉サービスが、劇的に変革されていく一つの例として、

またビジョンとしての方向性を示させていただいたところであります。 

次に２点目でありますが、阿武町で導入するシステムについてでありますが、

議員からもＤＸ推進事業は、長期的に進めていく施策であるとのご指摘であり

まして、将来を見据えて、長期的視点に立ってＤＸを考えていかなければなり

ません。したがって、すぐすぐに何かのシステムやツールの導入を図るという

ことよりも、まずはＤＸを推進するための事前の準備が必要だというふうに思

います。そうしたことから、まずは、既存の業務内容を掘り下げて、抜本的に

見直して、課題や問題点を可視化するための調査や分析を行い、その中で業務

のスクラップアンドビルド、そして業務の簡素化や簡略化、そして庁内の連携

や広域連携、さらに自動化などの課題を発見し、無駄な作業の見直しなどを明

確にすることが先決だと考えています。そしてその上で、阿武町に適したＤＸ

の推進、システムを検討してまいりたいと思っているところであります。以上
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で答弁を終わります。 

○議長 ２番、只今の執行部の答弁に対する再質問はありますか。 

(２番、上村萌那議員「はい」という声あり。)  

○議長 ２番、上村萌那君。 

○２番 上村萌那 今ですね、町長の方から、大きなＤＸ化をやっていくため

には、それぞれ一つずつのアナログ業務のデジタル化、それを集合させてＤＸ

化になり、町民満足度サービスの向上、これが自治体の阿武町の自治体ＤＸに

つながっていくっていうお話をいただきました。 

それでですね、今、いろいろなアプリを活用したりとかですね、されてます

けれども、まず町長もいわれていたように、まず事前準備、業務内容の掘り下

げという部分で、行政のデジタル化に向けて、まず業務のマニュアル化が必要

だと考えております。昨年度より、各課のマニュアル作成も課題となっており

ましたが、現在マニュアル作成については、どのような進捗状況でしょうか、

お伺いいたします。 

それと、デジタル化推進に特化した部署の設置などは、特に検討していらっ

しゃらず、全職員のＤＸ化への共通認識とともにですね、国による外部窓口や

アドバイザーを活用しながら、職員のデジタル化への意識を高めていくという

ことですが、特にですね阿武町は今、一般行政事務の確保もなかなか難しい中

で、新たなデジタル人材の確保という点では、お考えがないという認識でよろ

しいでしょうか。既存の職員の育成をしていく、勉強していく、そして外部窓

口、外部のアドバイザーを利用していくという考えということでよろしいでし

ょうか。 

それとですね、町長コラムなんですけど、令和３年９月の光ファイバーのお

話を私も読みました。最終的にはそういったふうにですね、個人のご家庭と、

自治体がつながって、例えば医療が受けられたりとかですね、ご家庭でお年寄

りの様子が分かったりというようなお話だったと思うんですけれども、これす

ぐではないと思うんですけれども、将来的にはそういった自治体ＤＸの広がり

により、いわゆる田園都市構想として、地方で暮らしていても、福祉サービス

であったり教育、これの地域格差が少なく生活できるというのが将来的な理想

だと思っております。そのためには、費用面でも全ての世帯がインターネット

通信を利用でき、自治体ＤＸにアクセスできる環境を作っていくことが必要と

考えております。今、通信インフラは光ファイバーが阿武町全域に設置されて

おりますが、実際これをですね、ご家庭に光ファイバーを引いて、実際の普及

につなげていくには、高齢者世帯、子育て世帯の通信費の負担軽減も課題では

ないかと考えております。これはすぐではなくて、すごく将来的なことになる

のかもしれませんが、このあたりのお考えはいかがでしょうか。 

〇議長 町長。 
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〇町長 たくさんありましたので、全部網羅できるかわかりませんが、まずマ

ニュアルにつきましてはまだ作っておりません。 

そしてですね、今とりあえずこれを進める入り口の部署としては、私として

は今総務課の行政係としております。なぜかと申しますと、先ほども答弁の中

で申し上げましたけれども、まずですね、現行業務の見直しをしっかりしなけ

ればならないというふうなことが大前提であります。約 20 年前、17～18 年前

の市町村合併をやる前後で、阿武町ではそもそも運動というのを大々的にやっ

たことは以前お話を差し上げたというふうに思います。その中で業務の見直し、

いろいろなこともやりました、とことん、ただ、それからもう 20 年近くがた

っておりまして、業務の内容もいろいろなものが加わってくる、そして不要と

なったものも出ております。そこらを今ここにＤＸを推進するに当たって、ま

ずはそこを整理整頓して、もうやめるべきものはやめる、入れるべきものは入

れるというふうなことで整理整頓が必要、もしかしたら惰性でやっているもの

もあるかもしれない、というふうなことを整理整頓していかなきゃならないと

いうふうなことでありまして、まさにそのことについて、令和５年度の予算で

お願いするというふうなことでありまして、まず業務を見直す、そしてそのこ

とから見えてくるもの、ＤＸもたださっきのＩＴやないですけど、ＩＴで物事

を効率化するだけ、それはＤＸとはいいません、それはＩＴ化とかいうふうな

話でありまして、スピードが速まるとかそういう話でありますが、そのことの

次にそのことを利用しながら住民にとってどういう福祉サービスができるのか

な、それがまさにＤＸでありますから、そこをやっていかなきゃならないとい

うことでありますが、いっぺんに例えば今例としてですね、シビックテックチ

ャレンジのその文字起こしのこととかいいましたけれども、それも利便性には

もちろんつながりますが、そういう単体のソフトとかシステムをこれとこれと

これを阿武町でやろうというふうなことじゃなしに、まず業務を見直した中で、

何が必要なのか、住民サービスにつながるそういうＩＴ化も含めて何が必要な

のかを、優先順位をつけて、プライオリティをつけて引き出していく。そして、

今年度はこれからやろう、来年度はこれをやろう、次の年はこれを導入してい

こう、そのことが住民のサービスに福祉サービスにつながっていくというふう

なことをやりますから、今年度においてはそれのまず総ざらい、見直しをやら

させていただきます。これについては、今の現行役場の部署としては総務課の

行政係ということになりますが、実際には外部人材を入れて、外部そういった

コンサル的なものも含めた中で見直しをやっていくことも必要であろうという

ふうに思います。先ほどの米津議員の質問ではありませんが、みなさん本当に

一杯一杯仕事をしていらっしゃいますので、これをまた切り出して、もう一回

見直しをしようといってもですね、なかなか難しい面もありますので、ぜひ外

部人材を入れて、そしてヒアリング等もしていただきながら、その組織からで
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すね、ヒアリング等をいただいて、いわゆる住民目線から見てこの事業が本当

に必要なんですか、とかいうふうなことをチェックしていただいて、本当に必

要な業務を精選して残していく、そしてそれを今度はＤＸという形にどう展開

できるかなというふうなことをしていきたいと、いうふうに思っております。 

デジタル田園都市国家構想というのがありますけれども、略してデジ田とい

うふうにいっておりますけれども、これにつきましてもですね、進めていくと

いうふうなことでありますし、またこういったことについては、そういったも

のからの交付金等が出るようになっておりますから、デジタル田園都市国家構

想交付金を有効に活用していきながら、ちょっと来年できますよじゃなしに、

まずは、新年度においては見直し、そしてその次にどういう形が描けるかなと、

２年ぐらいかけて計画を立てていく必要があるかなというふうに思っています。 

そして最後に、住民負担の件であります。さっきの例でいいましたら、それ

は今阿武町では光ファイバー大きなお金をかけて、どこの家庭にも家の中まで

ではありませんが、いつでもつなげるような状況は作っております。ですから

その気になればつなげるわけですが、お金が要るということであります。これ

をどこまで町が持ってやるかっていうのは、これまたはじめの米津議員ではあ

りませんが、あったらいいな、なかったら困る、これの問題だというふうに思

っておりますから、その辺は今後いろいろと検討した中で、どこの辺までやれ

るのかは今すぐここまでできます、ここまでやりましょうよということまでは

申し上げませんが、なるべくみなさま方が喜ぶれるような形にはしていきたい

なというふうには思っております。以上です。 

○議長 ２番、再々質問はありますか。 

(２番、上村萌那議員「ありません」という声あり。)  

○議長 再々質問もないようですので、続いて２項目目の質問を許します。ご

登壇ください。 

〇２番 上村萌那 続いて現在の阿武町の自治体サイト、ホームページについ

て伺います。自治体サイトからの情報収集は、町外から移住を考えている方は

もとより、若年層の町民にも多く利用されています。 

今、阿武町のことを調べるときに役場に直接来庁するという方より、まず自

治体サイトで調べてみるという方が多いのではないでしょうか。 

しかしながら現在、サイト内を検索しても探している事業の説明にたどり着

けないことや、情報が古いまま更新されていないことがあります。せっかく新

しくはじめた施策であっても、求めている方に情報が届いていない状況です。 

デジタル化の推進には、まず自治体サイトを充実させていく必要があるので

はないかと考えます。 

サイトの運営、更新についてはどのようにお考えか、お尋ねいたします。 

〇議長 只今の２番、上村萌那君の２項目目の質問に対する執行部の答弁を求
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めます。町長。 

〇町長 それでは、阿武町のホームページについてお答えいたします。 

サイトの運営、更新についてのお尋ねでありますが、現在の阿武町のホーム

ページは、平成 29 年５月にリニューアルをいたしておりますが、リニューア

ルにあたりましては、まちひとしごと地方創生交付金を活用した関係で、特に

人口定住対策等に力点を置いた作りとなっております。 

またこの頃には珍しかった、スマートフォンの閲覧にも対応した作りになっ

ておりまして、写真にもインパクトを持たせ、また、当時としては大変斬新で

目を引くものであったというふうには思っております。 

さらに、ホームページの作成に当たっては、ちょうど私が企画部門を包括し

た形での総務課長でありましたが、担当者には、とにかく浅くシンプルに作る

こと、そして更新時の運用が簡単で、過去の経験からして、各課分散型ではな

く、統一感をもって企画部門を担う当時の総務課企画広報係で集中して行うよ

う指示したことを覚えております。 

最近では、調べたいことは何でもまずはパソコンやスマホで検察ができる時

代でありまして、事実私もそうしているわけでありますが、一方で、議員もご

指摘のとおり、開いてみると情報が更新されず古いままであったり、求められ

る情報まで深すぎて、リンクが切れたり、そういったケースが多々あるわけで

ありまして、これも偽らざる状況であります。事実であります。 

なお、現在担当のまちづくり推進課の企画広報係では、各課からの依頼があ

れば、その都度修正に努めるようでありまして、双方、人事異動等で必要な連

絡が十分でない状況であったり、重要性の認識のずれがあったりした中で、最

新の行政情報が必ずしもタイムリーにアップされていなかったりして、利用者

のみなさんにご迷惑をおかけしている面があるのは大変申し訳なく思っており

ます。このことは、再度点検等棚卸を行い、最新の情報への更新を行うととも

に、平成 29 年度のリニューアルから６年を経過して、昨今の情報化時代に対

応し切れていないところもありますので、今後の情報発信のあり方については、

業務のＤＸ化とあわせて、しっかりと検討してまいりたいというふうに思って

おります。以上で答弁を終わります。 

○議長 ２番、只今の執行部の答弁に対する再質問はありますか。 

(２番、上村萌那議員「はい」という声あり。)  

○議長 ２番、上村萌那君。 

〇２番 上村萌那 今、ホームページの方もですね、イベントであったりとか

ですね、最新の防災無線の放送内容とかですね、いろいろ役に立つ情報もです

ね、載せていただいておりまして、新着情報については頻繁に更新されて、発

信されているといった印象を受けております。 

ただ、検索機能がちょっと使いづらいのかなという印象で、検索してもたど
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り着けないことがよくあります。例えばデマンド交通など新しい施策ですと、

デマンドというキーワードで検索して見ることができるんですが、従来からあ

るもので、例えば救急当番医とかですね、日中一時保育というキーワードでは

ちょっと検索では出てこないんですね。実際にはよく見ると、そのお役立ち情

報と書いてあるところにリンクづけで救急当番医の一覧などですね、見やすく

貼ってあるんですけれども、ちょっと普段から阿武町のホームページを見てい

るとかいう人でないと、そのホームページ上のどこにそのリンクがあるのか、

ちょっと見つけづらいのかなという気がしております。 

また、日中一時保育の件もですね、ホームにある出産子育というところから、

子育てガイドブックというリンクに飛んで、その内容を何ページかあるんです

けど、その内容を読んでその中から探すというような感じになっております。 

ちょっと時間がないときに、救急であったりとかですね、短い時間でさっと

検索したいっていうときにもより使いやすくなることを望んでおりますけれど

も、これは検索システムのことなのかなと思うんですが、こういったシステム

の見直しについては、今ちょっと平成 29 年にホームページ更新されて、今６

年経っているということなんですが、例えば何年おきに見直すとかいう規定な

どは特になく、ちょっと古くなったから更新しようという感じなのか、例えば

何年ごとに見直すという方針で決められているのか、お伺いしたいと思います。 

〇議長 町長。 

〇町長 まず情報がなかなか行きたいとこまで行けないというふうな、おっし

ゃるとおりだというふうに思っております。 

深いところにありすぎる、あるいはリンクが貼ってあるんで、リンクのとこ

まで、リンクでなくても、はじめから表に出ていればいいんじゃないかという

ような、そういう話だというふうに思っておりますので、このことについては、

しっかり今からやっていきたいというふうに思います。そして、それを何年ご

とに更新するとか、そこまで決めておるわけでありませんが、たてつけとして

今の感じのものについてはこのままで私はいいかなというふうな感じを持って

おりますが、たてつけとしてですよ、ただ先ほどから申しますように、このこ

とにつきましても、今年度中にいろんな業務の見直し等もやってまいります、

当然このホームページの話も出てきますので、ここらについてどうあるべきか

というのをしっかり、あるべきかというのは、今いわれるような問題点がある

ことは明らかなわけでありますから、それを解消するためには、どういうたて

つけのトップの画面ならトップの画面がどういうたてつけの画面になるのか、

そしてそれのどういうふうに中に入っていけるのか、なるべく広く浅くという

基本の中で、もちろんやっていくべきだろうというふうに思いますが、そこら

は今ここでこうしますっていうことじゃなしに、この１年間かけて、それにつ

きましても検討させていただきたい、その中で、年限を設けて更新するのか、
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それとも都度更新していくのかあたりも決めていくということになるというふ

うに思います。 

〇議長 ２番、再々質問ありますか。 

(２番、上村萌那議員「ありません」という声あり。)  

○議長 これをもって、２番、上村萌那君の一般質問を終わります。 

少し早いようですが、ここで昼食のため会議を閉じます。午後は１時から再

開いたします。 

 

  休憩開始／11時 52 分  会議再開／12時 58 分 

 

○議長 昼食のための休憩を閉じて、会議を続行いたします。休憩前に引き続

き、一般質問を続行します。それでは、５番、松田 穣君、ご登壇ください。 

〇５番 松田 穣 こんにちは、では通告に従いまして、一般質問をさせてい

ただきます。 

今回一件、まず路地の整備と危険な老朽危険空き家解体について質問をいた

します。 

先月 14 日、奈古の漁申祭がお行われました。近年はコロナ禍の影響で、神

事のみの開催が続いておりましたが、今年は４年ぶりに大漁旗を掲げた複数の

漁船によるお神輿海上御神幸や神輿担ぎも行われ、コロナ禍以前の日常が戻り

つつある事を感じました。 

私の住んでいる自治会は、今年は５年ぶりの引き受け町内という事もあり、

お神輿も担ぎましたが、５年前に比べて新たな顔ぶれも見られ、変化も感じま

した。と同時に、以前よりも神輿担ぎもきつく感じまして、自身の体力の衰え

にも気づかされました。 

さて、少子高齢化、過疎化が進む中、町政においては、以前より移住定住対

策に力を入れ、人口の社会増を増やす事で人口の減少にブレーキをかけつつ、

昨年のＡＢＵキャンプフィールドのオープンにより、阿武町への関係人口増に

伴う町内での消費活動の促進や、将来的に移住につながるような取り組みをさ

れており、今後も期待しつつ、その動向を見守っていきたいと考えております。 

また、最近では空き家バンクに登録する空き家の募集や、お試しサテライト

オフィスの利用開始など、将来の移住につなげる為の準備や成果も目に見えて

きている様に感じます。 

また、今年度の新規施策である、老朽危険空き家除去促進事業もその一環で

あると思います。 

ただその反面、地区ごと自治会ごとに、その構成世帯や年齢層の偏りも顕著

になってきている様にも感じます。 

以前は奈古浦地区の７町内で引き受け町内を回しており、７年に一度の引き
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受け町内でしたが、世帯数の減少なども鑑みて、５年前より引き受け町内を、

西の二と三、浜の一と二、浜の三と四今は美浜地区を一町内として扱い、５年

に一度、引き受け町内が回ってきます。 

町全体でみると、ＵターンＩターンの定住支援により、一定数の成果がある

ように思いますが、町営住宅や分譲地を造成した、岡田橋や美里、水ヶ迫、美

咲、柳橋といった地区に人が集まり、従来からある浦地区では、世帯の減少、

高齢化が顕著になっている様に感じます。そして、そうした地区では空き家が

増え、空き家バンクとして活用されていけばよいですが、細い路地の多い昔な

がらの味のある街並みは、家まで車が入れないという理由で敬遠されたという

話も聞いたこともあります。 

また、約４年半前になりますが、美浜地区での火災など、災害時に車両が入

れないなどの弊害もあるように感じます。 

そんな中、今年度、老朽危険空き家除去促進事業という新規事業が予算計上

され、まずは所有者のはっきりとした、連絡のつく空き家について、その所有

者が空き家を解体する際にその一部を補助するもので、老朽化した空き家対策

として一歩を踏みだしたと思います。 

３月議会の特別委員会の中でも、今後、町内の公共施設、設備の老朽化の調

査やランク付け、また、空き家に対しても各自治会協力のもと調査をしていく

という話も出ていたこともあり、今後の進捗を期待しているところであります。 

そこで気になるのが、車両の通り抜けのできる道をどうにか整備できないも

のかという想いです。 

まず一つ目、今年度の老朽危険空き家解体の補助として、予算的には２軒程

度想定されていると考えておりますが、来年度、再来年度と進めていく上で、

例えば、対象家屋まで車両が入れなければ、その分解体費用も余分にかかって

しまうように思います。また、家屋の解体以外にも、例えば住宅のリフォーム

を行う際に、車両が入れる住宅と入れない住宅で、その工事費用に差が出る様

に感じております。浦地区の街並みは、路地のそばまで軒がせまり、情緒もあ

ります。私自身、幼少期に広島県尾道の祖母の家に遊びに行っていた頃の、何

か昭和っぽい感じの路地には懐かしさも感じますが、同時に車両が入れない不

便さもある浦地区において、車両の通り抜けもできる道路の整備は困難な様に

は感じてはおりますが、町長はどの様にお考えでしょうか、お聞かせください。 

また、老朽危険空き家解体について、まずは第一歩踏み出したように思いま

すが、もっと踏み込んだ段階、所有者や管理者と連絡もつかない、また相続者

も不明な老朽危険空き家など、他自治体では強制代執行を行うような空き家に

ついて、そうした空き家にも、当然のごとく毎年度固定資産税がかけられてい

ると思います。住宅用地に関して税の優遇措置もとられていますが、本年３月

に空き家対策特別措置法の改正法案も閣議決定され、施行後は、管理不全空き
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家に対して、行政の指導・勧告を行い、それでも改善されない場合には、税の

優遇措置を解除できるようになります。 

そこで一つ気になるのが、所有者や管理者と連絡がつかない、または相続者

自体が不明な空き家について、町内に対象となる空き家が何件くらいあるのか、

また、そうした空き家にこれまで課税された固定資産税は、ちゃんと納められ

ているのか、回収できていない様な固定資産税はどのくらいあるのか、そして、

今後回収の見込みはあるのか、金額が大きい様であれば強制代執行などの措置

に踏み切っていく施策も早い段階で進める事が必要になってくるようにも思い

ますが、町長のお考えはいかがでしょうか。以上２点について町長の答弁をお

願いいたします。 

〇議長 只今の５番、松田 穣君の質問に対する執行部の答弁を求めます。町

長。 

〇町長 松田議員から、奈古地区の通り抜け道路の整備と、老朽危険空き家に

係る固定資産税の徴収、あるいは強制代執行等に関するご質問をいただきまし

た。 

はじめに、漁村集落であります奈古浦地区、あるいは宇田の浦地区もそうで

ありますが、議員のご指摘のとおり、道が狭く、消防車両はもとより、普通車、

さらには軽四さえ通れない路地も多いという交通の悪条件から、使える空き家

が空き家バンクに登録されても、大変活用しにくいというふうな状況でありま

す。そして、先ほどもありましたが、情緒的にはとても風情があっていいわけ

でありますが、結果として浦地区の人口減少は著しく、さらに高齢化が進んで、

漁申祭等の開催にも苦慮し、他地区のとの格差が顕著になっているということ

は、議員のご指摘のとおりであります。 

そこで、ご質問の趣旨は、このことの解決のためにも、浦地区に自動車など

が通れる通り抜け道路の整備ができないかというふうなことであります。この

ことは阿武町に限らず、まさに日本の多くの漁村地域で抱える、共通の懸案事

項というふうにも認識をしております。 

忘れもしませんが、５年前の 11 月 24 日、美浜の大火災では２人の尊い人命

が失われ、民家６棟が全焼いたしましたが、あの火災で延焼の最大の原因は、

家々が隙間なく立ち並んでおって、火が燃え移りやすく、さらに狭い路地で、

消防活動の消火活動に著しく困難があったというふうなことにあるというふう

に思います。 

こうしたことから、浦地区の火災発生時における延焼等を食い止めるために、

さらに消火活動を円滑に進めるためには、密集家屋の中に一定程度の幅がある、

いわゆる通り抜け道路の整備が大きな解決策になるとのご指摘は、まさにその

とおりでありますし、ずっと以前から、私もできればそのような道路がほしい

というふうに思って、地図にプロットしながら、職員と一緒にいろいろと検討



令和５年第２回阿武町議会定例会(第１号)                            令和５年６月７日 

－45－ 

したこともあります。 

ただ、現実問題として、そのような道路が何本必要なのか、１本や２本の道

路を通したところで危険が減少するのは僅かでありまして、より大きな効果を

出すためには、莫大な経費と多くの家に立ち退きをお願いすることになろうか

というふうに思います。 

若干、横道にそれますけれども、実は平成 10 年頃に沢松の漁港を含めた奈

古浦地区の漁港整備の一環として、集落内の路地を拡幅するといった構想もあ

りました。ただ、この構想は、多くの家屋移転、そしてそれにかかる莫大な経

費等に鑑みたとき、とても現実的とはいえず、構想の域を出ず、具体的な計画

には至らなかったといった経緯もあります。そしてこのことは、25 年経過した

現在においても同じでありますが、ただ、当時と比較して、空き家の件数は確

実に増えています。従って、仮にそのような道路を整備するとしたら、候補地

の路地沿いが空き家や空き地が連坦し、例えばその中の、実際に人の住んでい

る家が、残りのあと１軒とか２軒とかの入居者しかないというふうなことで、

そこの入居者が移転を受け入れてくだされば何とかなるというような状況であ

れば、そして一定のそういった目途が立てば、用地あるいは経費も含めて、そ

ういった目途がたてばできるわけでありますが、現時点ではなかなか難しいと

いわざるを得ないというふうに思っております。 

ただ必要性としては十分に認識しておりますし、私も何とか実現の可能性は

ないかと思っておりますので、今回自治会長集会でお願いをいたしました最新

の空き家調査の結果が、この６月中旬には出てきますので、その結果を踏まえ

ながら、今後も浦地区の土地や家屋の動向等をしっかりと把握して、可能性も

追求していきたい、模索していきたいというふうに考えております。 

次に、老朽危険空き家に係る固定資産税の賦課徴収や、強制代執行等につい

てであります。 

まず町内の空き家については、前回の調査、平成 30 年の空き家調査の結果

では 343 軒あるということになっております。こうした中で、家屋は新築や既

存の家屋で課税標準額が 20 万円以上の家屋は、町内に 1,641 軒ありまして、

当然課税対象ですので、これについては全ての所有者、あるいは納税管理者、

相続人のいずれかを把握しており、課税対象にも関わらず所有者等が不明なも

のはありません。 

ただ一方で、固定資産税では、家屋の課税標準額は経年減点いたしまして、

徐々に低減していく制度になっておりまして、課税標準額が 20 万円以下の免

税点といいますけども、この免税点未満まで達成すると税がかからないような

仕組みになっておりまして、こうした家屋が、町内には 255 軒ありますが、こ

の家屋だけということで、土地など他に課税がかかるものがなければ、家屋の

異動については大変把握が難しい状況であります。 
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また、例えば、全ての法定相続人が相続放棄の手続きをした場合、あるいは

倒産した法人が解散や清算を済ました後も所有者名義が変更されていない場合

には、相続人または所有する者がいませんので、課税しても通知する相手がい

ないということになりまして、実際にはこのような家屋が６軒ほどあります。 

次に、こうした懸案の固定資産税の納付についてでありますが、法的な手続

きの後に相続または所有するものが、こういったものについてはおりませんの

で、課税はしますが納税通知書を送る相手がいないために、現実としては納税

がないということになります。 

次に、回収されない固定資産税はどのぐらいあるか、今後回収の見込みはあ

るかというふうなことでありますが、令和５年度課税額で申しますと、家屋に

つきましては６軒ありまして、額では 11 万 7,400 円ですが、先ほど申し上げ

ましたように、納税がされないことは明らかですし、当然回収の見込みはあり

ません。そうしたことで、滞納処分も難しいと言わざるを得ないと思っており

ます。 

総括して申し上げますと、松田議員の空き家に関するご質問は、税を含めて

いろんな視点で町内の老朽空き家、危険空き家の撤去ができないかというふう

なことも趣旨の一つだと思っております。こうした空き家の撤去には、確かに

最終的には強制代執行がありますが、危険空き家に指定した上で強制代執行、

つまり一旦町が町の費用で解体撤去するわけでありまして、こうした家は現実

問題として、町費で立て替えて撤去をし、そしてこれを求償してもほぼ回収不

可能と思われますので、制度としては強制代執行はありますが、なかなかこれ

に踏み切れないのが現実であります。 

こうした中で、本町では新たにご紹介ありましたように、老朽危険空き家除

去促進事業補助金というのを創設し、新年度においても２軒分で 200 万円を計

上させていただいておりますが、実は、これまで何度となく交渉を重ねてきま

した奈古地区と宇田郷江地区の２棟のご承知の空き家につきましては、相続人

などとの再度の交渉の結果、この補助金を活用することによって、解体撤去す

る方向で、既に話が前向き進んでいるところであります。 

こうした中、町内の危険空き家は、人口減少が進めば当然増えていくわけで

あり、既存の空き家の危険性も年々増大するわけでありますので、今後は、町

民の生命財産、あるいは安全安心に重大な危険を及ぼす可能性が高い、あるい

は現に及ぼしているような物件につきましては、望むところではありませんが、

強制代執行等も考えなければならない状況になることも、想定しなければなら

ないというふうに考えているところであります。以上で答弁を終わります。 

〇議長 ５番、只今の執行部の答弁に対する再質問ありますか。 

(５番、松田 穣議員「はい」という声あり。)  

○議長 ５番、松田 穣君。 
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〇５番 松田 穣 では再質問です。いろいろ丁寧なご説明ありがとうござい

ます。危険空き家に関してもやっぱり予算の問題、いろいろある中で、今でき

る町ができる部分で、徐々に徐々にどんどん進んでいってくれてるっていう部

分は非常に感じておりますので、そのあたり選定と見極めをしっかりやりなが

ら、今後、少しでも一歩でも多く進んで行ければ行っていきただきたいと思い

ます。 

あと狭い道路に関して、これ町長の話を聞く限り、やっぱり自分たちと同じ

ような考え方、思いは持っておられると思います。ただ高齢化が進んだ中で、

日本海側だとそんなに津波被害とかってあんまり考えない、想定、確率的には

低いと思うんですけど、やっぱりだんだん高齢化が進む中で、何か災害のとき

の避難っていうのを考えると、やっぱり狭い路地で、何か倒れたり道をふさぐ

ような事態というのは、やっぱり広い道路に比べてやっぱり起こりやすい、そ

ういった防災の観点からも、できる部分からでも進めていけたらいいんじゃな

いかと思いまして、ちょっと今回こういう質問させていただきました。 

６月の中旬ぐらいには、空き家調査の集計をされて、そのあたりも本当に検

討していただけるんじゃないかと期待はしております。ただ後、いろいろ今４

月からデマンド交通がはじまったりっていう部分で、結構ドアツードアってい

う言葉を聞くんですけど、浦地区に関しては、やっぱりドアまで行けない家の

方々もやっぱり多くいらっしゃると思います。そういったデマンド交通、せっ

かくいいものができて、それが家の立地条件で利用者の間で、うまくドアツー

ドアで使える方と、それが利用できない方がいらっしゃったり、そういった部

分で若干仕方がないんですけど、やっぱり不公平感を感じる部分もあるかもし

れないというのもちょっと思ったりもします。 

後空き地が、虫食い状態でどうしても空き家とか空き地とかができていくも

んだと思いますんで、例えば、ある程度の間隔で土地ごと、場所場所で何箇所

かその空き地を活用して、そこまでは緊急車両が入っていけるとか、実際、自

分は消防団２分団にいますけど、何年か前に今までの 1.5ｔぐらいのトラック、

ポンプ付積載車が軽積載に代わって、車幅は狭くなったんですけど、車幅が狭

くなっても、結局は中までは入っていけないとか、せっかく町がデマンド交通

にしても軽積載車にしても、お金を出して使ったもんだから、それを 100％や

っぱり有効に使えるようにはそういったことも結構考えていった方がいいんじ

ゃないかなと思います。 

また、国交省のホームページを見てて、狭隘道路整備促進事業というのは補

助金が出るような、自治体と国で半分ずつ、それにあと民間絡めば１／３ずつ

になる。何かそんな制度もあるようですけど、そういったものを活用とかでき

ないかと思うんですけど、そのあたり町長はどのようにお考えか、お聞かせく

ださい。 
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〇議長 町長。 

〇町長 まず２点であり、一つは空き家そのものの問題でありますけれども、

本当に老朽空き家が増えて、だんだん増えてきておりまして、この中で先ほど

紹介しましたように、今までいろいろ懸案されておりました奈古で、特に何て

いうんですか、著しいやつが国道沿いにありますけども、あれと、宇田にあり

ます、これももう危ないんで家に網がかかっておりますけれども、瓦が落ちた

りして危ないんでですね、その二つについては、何とかなりそうな感じまで行

きました。やっぱりこれは新しく作った補助、２／３の補助の上限 100 万円と

いう、そういったものを作ったということで一定のインセンティブが働いて、

そういうふうに前向きに、今までも何回も交渉しておるんですけども、なかな

か縦に首振っていただけなかったものが、なんとなく今前に行きはじめたとい

うふうなことで、早晩解決するんじゃないかなというふうに考えております。

ですから、これについては、また、もしかしたら、どうでもということがあれ

ば、またまた補正か何かをお願いすることももしかしたらあるかもしれません

し、来年度も当然予算を組んでいくということであり、これをテコに何とかし

ていきたい。 

でも私の基本的な考え方は、民民でやる中で、例えば、先ほどの強制代執行

的なことについては、なるべくやりたくない、やっても多分回収は、いくら求

めても求償しても回収は不可能だろうというふうに思っておりますから、なる

べくやりたくないというのが本音であります。 

それと、今、もっと大事な問題、浦地区の奈古も宇田も同じですけれども、

縦というか横に抜く道路というのでしょうか、その道路の話で、路地を広げる

という話でありますが、いろいろ補助事業等もあるのは承知しておりますけど

も、何軒も立ち退いていただくというのは、流石にこれは現実的な問題ではな

いというふうに思いますから、今ですね、担当課の方に指示しておりますのが、

とにかく現実の空き地空き家を、空き家も今月の中旬には 14 日か 15 日ごろが

期限になってたと思いますけど、自治会長さんからいただくですね報告を、そ

れが出てきたらですね全部色分けしなさいといっております。例えば空き地は

黄色、空き家は赤、人が居住しているとこは例えば緑とか、それをやってです

ね、特に浦地区優先してやって、それを見てですね、あとここ２軒どうにかし

たら抜けるとかですね、それを見極めて、必要であれば１軒２軒ならですね、

そういったこともやむを得ない、やることはあり得ますけども、それが３軒も

４軒も連なるとですね、理想のここにあればいいなというのはあります、あり

ますが、例えば、これから本当いうたら、奈古中央線をそのままスポーンと抜

ければ一番いいんですよね、まずは、一番いい、角の矢代のところをスポーン

と抜ければ一番いい、ただ、そこを当たっていくと、なかなかそういうわけに

もいかないなという話になる。国でしたらそれをはい立ち退きですよといった
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感じでいけますけども、なかなか我々の町の中でそういったことをやると、な

かなかハードルが高いということでありますから、現状をまずきちっと空き家

とかをプロットして、今どうなってるのかをしっかり見極め、そして、それに

ここであればあと２軒だねとかですね、ここであればあと１軒しかないから、

じゃあもう思い切って立ち退きをお願いしようかとかいうふうなことをですね、

やろうとして、それがための空き家調査も含めてやってますから、やらないと

いうことじゃ決してないし、私ももうずっと前から問題だと思ってますし、過

去にやりかけたこともありますけれども、そのときは、あまりにも理想を追求、

ここがいいねということであれば、あまりにも家が有りすぎて、億の金の立退

料が要るということでありますから、それもなかなか難しいというふうなこと

で、実現をしておりませんけれども、問題意識は全く同じに思っておりますか

ら、そういったふうなことも状況を把握しながら、見極めてやるとなればしっ

かりやっていきたいというふうに思います。 

〇議長 ５番、再々質問ありますか。 

(５番、松田 穣議員「はい」という声あり。)  

○議長 ５番、松田 穣君。 

〇５番 松田 穣 質問じゃないんですけど、今空き家調査の結果を見てとい

うことですんで、やっぱり同じように町長もお考えということですんで、結果

を見てからの話ですから、今後の行く末も見守りながら期待しつつ、質問を終

わりたいと思います。以上です。ありがとうございます。 

〇議長 これをもって５番、松田 穣君の一般質問を終わります。 

〇議長 次に７番、市原 旭君、ご登壇ください。 

〇７番 市原 旭 ７番、市原 旭です。通告に従いまして、仕事や暮らしを

支援してくれる仕組みについて、その施策について質問をいたします。 

まず、１／４ワークスについて伺います。１／４ワークスをネット検索をす

るとトップに阿武町１／４ワークスプロジェクト、21 世紀の暮らしかた研究所

にヒットします。そこには季節ごと、つまり１／４年ごとに発生する仕事を１

／４ワークスと呼び、町の中の人を求める声と、仕事を求める声を集め、結び

付けていきます。基幹産業が第１次産業であるこの町には、季節や収穫量に応

じた期間限定の仕事が多く存在します。親戚や知人、友人の力を借りながら、

なんとか乗り切ってきたこれらの仕事も、お手伝いをしていた人たちが高齢化

してきたことで、人集めがとても大変なのだそうです。第１次産業だけではあ

りません、町の中を見渡せば、誰かの存在を必要としている、町になくてはな

らない仕事がたくさんあることに気がつきますと書かれています。 

まさに、書かれているそのとおりの現実が目の前にあります。この取り組み、

本年で５年目になるのではないかと思っておりましたが、先般のまちづくり懇

談会で６年目という説明でありました。そういった以前からの取り組みであり
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ます。農業、特に稲作は、春の田植え時期の繁忙期と、刈り取り収穫の時期ま

で期間が数ヶ月あり、年間を通じた仕事とするには難しさがあります。だった

ら期間を限定した、こういった就労の仕組みを利用すべきだと多くの方が思わ

れるでしょう。そのとおりなのですが、これまでは利用しておりませんでした。

といいますのも、このプロジェクト、毎年同じ方がこられるかというわけでは

なく、その都度指導することを厄介に感じていた点と、それと、やはり社員と

して年間を通じて勤務をしていただく方を求めるのが本来の姿だろうという強

い思いがありました。 

そんな思いを断ち切って、今回、本プロジェクトを利用したのには、背に腹

をかえられないほどの切羽詰まった人材不足を感じたからに他なりません。 

今回は３人の募集をしましたけれども、２名の援農者がきてくれました。し

かも１人は、オーストラリア出身の 23 歳の青年。最初たどたどしい日本語で

のコミュニケーションで始まりましたけれども、すぐに組合の方々とも友好な

関係性が生まれ、仕事にあたってくれました。若さと本人曰く、外人パワーと

大活躍でありました。 

もう一方は、広島の方でしたけれども、熱心に取り組んでいただき、本当に

感謝の気持ちでいっぱいであります。 

この１／４ワークスを取り仕切っているのは、農業専門の求人サイト、アグ

リな時間で、当初代表者から、今年は就農者の動きが鈍いとの状況を伺ってい

ましたが、長くコロナ禍に影響を受けていた観光業が、徐々に元気をとり戻し

はじめたことで、人材が流れ影響を受けているようでありました。 

違った角度から本プロジェクトを見ますと、全国的に行政がこういった取り

組みに全面的なバックアップをしていることは、大変珍しいことなのではない

でしょうか。もっとＰＲすることが大事だと思います。町独自の援農プロジェ

クトとして検討し、実施をしていること、例えば、住居、シェアハウスは完全

個室、光熱費込み、お風呂トイレも完備しており、しかも格安料金で設定して

いることなど、具体的な施策として行われています。 

先般、先ほども述べましたが、行政が間に入っているということは、就労者

から見ても、依頼する利用者からも見ても安心感があります。 

また、今年からコーディネーターといった相談役まで配置されており、話が

大変スムーズに進みました。非常に好印象でありました。 

気になる点は現在進行中なので、これから町内に拡大していくのかもしれま

せんが、利用しているのが福賀地区のみである点です。単なる地域性なのかも

しれません、そんなことも含めて、私からこんな制度があることを、もっと町

内の方々にも知って欲しく思い、議会を通じ発信の意味を込め、質問をさせて

いただきました。 

さて一方で、行政がどこまで本件の支援をされるおつもりがあるのか、町職
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員がこの件のどこまでを業務として関与してくれるのか、不安もあります。こ

の件、やりはじめたらキリがないほど深さがあるように感じたからです。担当

職員だけでは、対応が行き届かないのではないでしょうか。悪いいい方をあえ

てするならば、アグリな時間やコーディネーターさんに丸投げをすることにな

りがちです。現在も、行政、アグリな時間、農家で運営協議会的な組織を作っ

ています。組織での運用を強く望みます。 

若干視点は変わりますけれども、町長も是非、是非ともワーカーさん、働き

手ですね、ワーカーさん、コーディネーターさんとの会話をして、生の声を聞

き取る時間を設けてほしいと思います。生の声、ヒアリングは大切だと思いま

す。彼らは一面では労働者であり、賃金で雇われているアルバイトなのですが、

援農といった仕事を選択したこの人たちは、やはりそれだけではなくて、地域

との触れ合いや出会いを求めているように感じました。受入れる側も、単に労

働力として対応するのではなくて、どこか思いやりのある対応が必要だと感じ

ました。 

先般、福賀神楽舞の粋な計らいで、神楽の練習風景を見学するといった時間

がありました。海外からの人は異文化体験ですし、参加されていたワーカーさ

んたちも興味ありげに楽しんでいたのが印象的でした。 

また、他の職場に配属されたワーカーさんも、先日行われた地域の運動会で

選手として参加をしてくれていました。神楽舞の時に一度だけしか会ったこと

ないのに、向こうから親しげに話しかけてもくれましたし、今でも緑の帽子を

かぶった裸足の青年の疾走は脳裏から離れません。 

そういった会話や体験の時間から、次につながる改善策も生まれてくるので

はないでしょうか。ワーカーさんにとっても、こちらの真摯な対応に真剣に取

り組んでくれていると感じてもらえたのではないかなと思いました。 

先にも述べましたが、コロナ禍が明けて、全国的に求人が高まりを見せてい

て、労賃の単価は間違いなく上昇傾向であります。米価をはじめ、農産物の単

価が上昇するならば対応もできますけれども、逆に肥料や農薬、電気水道、燃

料費などの経費は軒並み上昇しており、その対応で精いっぱいの状況です。 

先に申しましたように、この仕組みの課題は来年も同じ方がこられる、いわ

ゆるリピーターの保証はどこにもないというところです。せめて阿武町は待遇

がいいよ、住居も完備されていて、ＷｉＦｉ環境も問題ないよ、買い物には困

るけれども、お米や野菜を提供してくれることもあるよ、阿武町は遠いけれど

も町までの移動の交通費は負担してくれたよといった言葉、口コミで友達に紹

介できるくらいの仕組み作りは必要だと思います。 

経費はかかりますが、さまざまな工夫を凝らすことで、阿武町の認知度が高

まり、リピーターとなる可能性も高まるのではないでしょうか。正直なところ、

条件的な面を改善していかないと、現状維持はおろか、応募者がいないといっ
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たことにもなりかねないと感じています。そのくらい求人募集をかけても、人

材が不足していると伺います。 

今回、このプロジェクトを利用し、あまりにも初回から素晴らしいお二人に

出会えたので、正直私の期待度はＭＡＸ状態であり、今後にかける思いがかな

り上がっておりますが、本当にこの仕組みを維持可能なものにしていく意味は

重大であり、一次産業にとっても、阿武町にとっても有効的な施策だと思いま

す。 

先ほども述べましたが、景気や賃金が上向くと、一次産業を希望する人は減

少しがちです。阿武町を知って、本町の農業を体験してもらい、アグリな時間

に継続的に登録者が増えることを望みつつ、いつしか本町定住にまで話が進む

ことを願ってやみません。今後の町独自の援農プロジェクトの展望を町長に伺

います。 

さて、仕事や暮らしを支援してくれる仕組みとして、他に地域おこし協力隊

があります。隊員は一定期間地域に移住して、地域ブランドや地場産品の開発

販売、ＰＲ等の地域おこしの支援や、農林水産業への従事、住民への生活支援

などの地域協力活動を行いながら、その地域への定住定着を図るとされており、

ご自分の才能、能力、スキルを活かした活動を任務として、地域に根を下ろし

ていくこととした制度であると私は思っています。 

徐々にではありますが、定着者が増えてきているとも感じています。 

以前、私の自治会に居住してくれていた方は、残念ながら任期を僅か残して

転居してしまいました。その方曰く、業務に真剣に取り組みすぎて、地域との

交流が図れなかった。私は基本的に地域に馴染んで、地域に根付くつもりでい

たが、少し心が折れてしまった。どこかでボタンを掛け違えてしまった気がす

るといったニュアンスの会話を転出されるときにされていました。 

自治会にも入り、行事にも参加してくれていましたが、地域として受け皿と

して、私にもすべきことが他にもあったのではないかと反省をしております。 

高齢者ばかりの地域や自治会によそ者・若者が入る意味は、それだけでも大

きな力となりますし、励みや希望になると感じています。 

以前にも提案しましたが、そういった移住者と地元の方々等が交流を図る場

所を設ける仕組み作りはできないでしょうか。 

協力隊員を巻き込んだイベント、定住を促進するような交流会の開催、その

開催費用の補助などすれば、さらに開催への後押しになると考えますが、町長

のお考えを伺います。 

また、町民には地域おこし協力隊や集落支援員といった制度がまだ馴染みが

薄く、制度自体の十分な理解はされていないと感じます。 

国の制度である点や、それらの制度が目指すものについて、説明をする機会

なども設けられると、受け入れる側の考え方も整理され、明確になると思いま
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す。先のまちづくり懇談会の中でも同様の質問がされていました。町民の関心

も高いものと感じました。以上、１番目の質問といたします。町長のお考えを

伺います。 

○議長 只今の７番、市原 旭君の１項目目の質問に対する執行部の答弁を求

めます。町長。 

〇町長 只今、市原議員から、仕事や暮らしの支援の仕組みについて、３点の

ご質問をいただきましたので、順を追ってお答えをさせていただきます。 

まず１点目の、町独自の援農プロジェクトの展望について、具体的には１／

４ワークスの取り組みでありますが、これにつきましては、平成 30 年に京都

府の和束町、昭和の和に束ですね、和束町への先進地視察を行い、早速その年

にスイカ農家での実証実験を行った上で、現在運用しておるところであります。 

ご案内のとおり、この制度は、農家の手伝いである援農をしながら田舎暮ら

しを楽しむ、いわゆる半農半Ｘであり、季節ごとの仕事を組み合わせて小さく

働く、そして短く働くという若者向けの新たなライフスタイル、ワークスタイ

ルの提案、提供でありまして、一方で、受入農家の方は、雇用契約を結び、参

加者には賃金を支払いしながら、繁忙期のピークカットを図ることで、規模拡

大、ひいては所得の向上を図ろうというものであります。 

また、近年、本町では受入農家、そして行く方の参加者は、いずれも年々増

えてきまして、令和５年度の受入農家は、現時点で、スイカ、ほうれん草、梨、

その他野菜の合わせて５農家と、ドリームファーム阿武、福の里、あぶの郷の

３農業法人となっています。 

また一方の参加者でありますが、昨年が 13 人で今年は現在まで 14 人という

ことで、それぞれ過去最高というふうになったところであります。 

そして嬉しいことに、この１／４ワークスの参加をきっかけに、３人の方が

阿武町に移住をされました。なお、参加者がほとんどの方が県外、それも大都

市部からで１ヶ月から３ヶ月程度の滞在となっておりまして、住まいは、町の

お試し住宅や、民家の借り上げ等で対応をしております。 

また、参加者が年々増えてきたことから、昨年度から、新たな取り組みとし

て、募集、選考、農家とのマッチング、現地コーディネートの業務を、農業版

の人材派遣会社であるアグリな時間、カタカナですね、アグリな時間というこ

の会社に委託をしております。 

そして、これまでは、受け入れ先が福賀地区の農家が多かったことから、住

まいも福賀地区に限定しておりましたが、今年度は、実験的に車を持たない参

加者につきましては、買い物等に便利な奈古地区の１軒屋にシェアハウスのよ

うな形で住んでいただいて、福賀の各農場までは、先ほどのアグリな時間がレ

ンタルした車で、コーディネーターの運転で往復するという、そんなこともは

じめております。 
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こうしたことで、今年はワーキングホリデーの制度を利用して、先ほどご紹

介もありましたが、日本に滞在中のオーストラリアの青年が参加くれたほか、

全国各地から若者が来町して、援農の傍ら、阿武町の暮らしや文化、例えば先

ほどの神楽の衣装を着たりというふうなことで、大いに働いて、そして大いに

楽しみ、また、大いに農家の手助けとなっております。 

私といたしましては、こうした取り組みは、産業振興、地域振興、そして定

住にもつながることだというふうに思っておりまして、今後は、農業以外にも、

漁業、製造業なども他の産業にも展開をしていきたいと思っております。 

次に２点目の、移住者と地元の方との交流の場作りについてでありますが、

これについては、以前、同趣旨のご質問をいただいたところでありますが、ま

ずは、いわゆる、よそ者、若者、馬鹿者といわれるものが、互いに気軽なアイ

スブレイクのような形での交流の場を、季節のよい時期に設ける予定としてお

ります。これは案段階ではありますが、ＡＢＵキャンプフィールドを活用した、

バーベキューや焚き火トークなどの交流イベントを行おうという計画をしてい

るところであります。 

最後に３点目の、地域おこし協力隊や、集落支援員の制度等の説明の機会で

ありますが、このことにつきましては、現在は対象者の募集等に力点を置いて

おりまして、町民に向けた地域起こし協力隊の意義や活動内容等については、

町としては広報紙やケーブルテレビなどを通じて、紹介に努めているつもりで

はありますが、決して指摘のように十分ではありませんので、先ほど申し上げ

ましたイベントを含めて、いろいろな機会を通じて、一層ＰＲを進めしていき

たいというふうに思っております。 

また、これと並行して、地元の人と地域おこし協力隊等との人と人としての

知り合うことが何よりも重要と思いますので、在任中はもとより、卒業後の協

力隊の活躍や、出番作りについても一層努力してまいりたいというふうに思っ

ております。以上で答弁を終わります。 

〇議長 ７番、只今の執行部の答弁に対する再質問ありますか。 

(７番、市原 旭議員「はい」という声あり。)  

○議長 ７番、市原 旭君。 

〇７番 市原 旭 １／４ワークスについては、今後は農業以外でも是非取り

組んでみたい業種数を増やしていきたいというようなご返事がありました。 

私は一般質問でこれまで１次産業については、自分がそういう立場でもある

からですが、これまでも何度も質問をしております。 

水稲については、農事組合法人を作って、農家は農地を集約して守る方法を

選択しました。 

福賀地区については、相当の面積をこの方法で、農事組合法人という形で守

ってきています。その法人ですら人手不足というのは、先ほど申し上げた通り
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でございます。以前申しましたように、阿武町の特産品と呼ばれております、

スイカ、梨、白菜、ほうれん草といった農家ですら、みな人手不足というのは

顕著な状況にあります。 

以前は、多くの農家は家族経営でありまして、一家総出で対応をしておりま

した。自然相手の農業というものは、やっぱり収入が安定してないというとこ

ろがありますんで、それゆえ、昔のような家を継ぐだとか、農業を継ぐだとか、

また継がせたいといった考え方はされなくなってきているのが残念ながら現実

であります。このままでは、ますます人手不足が加速していくような状況にあ

ろうと思います。援農プロジェクトに対する期待は、今後ますます高まること

は間違いはありません。 

角度を変えますと、プロジェクトを継続していくこと自体が、町を代表する

農作物を守ると特産品を守るといったことにもつながっていくんではないかな

と思います。そう言っても過言ではないかなというふうに思います。町長のご

意見を伺いたいっていうところと、また、今回、事務的な面から、福利厚生に

関することや、いわゆる厚生年金とか社会保険だとか、雇用保険、労働保険な

どの事は、何とか法人という立場上、無視はできませんでしたので、また所得

に関する源泉徴収等も、個人農家であれば対応できませんっていう一言で済む

のかもしれませんけれども、やはり先ほども言いましたが、法人という立場上、

なかなかそこは言えないところもありまして、今回は税理士さんとも協議をし

ながら進めていったというところがあります。 

全てを行政サイドに投げるつもりは毛頭ありませんけれども、そこはそこで

個人的な、受けた側が努力しなきゃいけない部分だというのは重々分かってお

りますけれども、先ほども申しましたように、運営協議会のような組織の様な

ものがはっきりできて、相談できる人材、あるいは組織があればですね、関連

の雛型等を用意して、対応策を説明できるようになるのかなというふうにも思

います。 

実は個人でも、何か悩んでらっしゃることもあるのかもしれませんが、そう

いったところがまだもう少し、成熟できてないなっていう感じが否めませんで

したので、ちょっと質問というか提案をさせていただきたいなと思いました。  

これはまたそういった詳細にわたるようなことについてはですね、議会で話

すっていうことには馴染みませんので、先ほども申しましたような運営協議会

のような組織の中で、しっかり話し合いができていけばいいなというふうに思

います。町長のご意見を伺いたいと思います。 

〇議長 町長。 

〇町長 今、アグリな時間にコーディネートしていただいておりますけども、

やはりいろいろ人が多くなるとですね、今までそれまでは町の職員がですね、

初期の頃はですね、間に立っていろいろなことをやっておりましたけれども、
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なかなか段々10 何人となると現実難しい、農家との話と、こちらの参加してく

れる若者たちとのマッチングをしなきゃいけないということで、アグリな時間

に中に入っていただいて、今それがマッチングしながら続いておるというわけ

であります。 

ただここで問題なのは、さっきの福利厚生の話と共通しますけれども、それ

では、この経費はどっから出るんですかっていう話になりますよね、アグリな

時間もただでやってくれるわけではありません。これもコーディネートの経費

が、委託料の経費が要るわけですね。 

例えば、あそこに宇生賀の三和ですかね、三和に新しく今シェアハウスのよ

うなものを作って、そこに彼らが一部はですね入って、そこから自分の支援農

家に行くというふうなスタイル、一部奈古とか福賀の他のとこにもいますけれ

ども、そういった、あの建物も相当なお金をかけて改修いたしました。 

そして、家賃をもらうわけですけども、それも格安の家賃で入ってます。こ

こにも経費がもちろん発生してるわけですね。それを受け手側っていうか、農

家側は、じゃその経費はどうなるんですかっていう話もありますよね。それ全

て町持ちで、それでいいんですかっていう、一部ではそういう話もありますし、

これをやるときに、我々もそのことについては強く議論をしております。 

ですから、今は、これが安定的にやるためには、当面は今のようなスタイル

で行くけども、近い将来には、それをもっと民間の方々でその分を負担してい

ただく仕組みも、やっぱり必要なんじゃないかなというふうな話もあるわけで

す現実問題として、でないとこれは続いていかないっていうのが、今そういっ

たことについて、国の地方創生あたりとかいろんな交付金等が活用できる、あ

るいは特交とかですね、いろんなものをそれに充てられることができるので続

きますけども、これがなくなったときには本、当にこれを自力で、アグリな時

間に委託して、コーディネートしていただいていくということが続いていくの

かなということになると、やっぱりどこかで受益者に対して、今以上の負担を

求めなければ続いていかないという現実の問題がある。 

そして、さらには来られる人に対しても、まさに先ほどの福利厚生以上はな

いですけども、今のままの条件でそれでいいのか、もうちょっと賃金を上げる

必要がある、あるいは、もう少し今度は何かあってもいいような福利厚生的な

ものもセットしていかなければ、人は来なくなるよっていう問題も現実問題あ

るわけですね。そこを今はなんとなくバラ色みたいなことでやってますけども、

もっと厳しい問題がこの中には内在しておるというふうなことは、やっぱり

我々認識した中で、私はこれをやめる気はありませんが、しっかりそこの辺の

役割分担、費用分担も含めて役割分担をしっかりしていかないと続かなくなる

という認識は持ってます。 

ですから、これについては今後とも先ほどありました、いろんな協議会あた
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りでですね、みんなが集まって、どういうふうな、ここは分担していきましょ

うじゃないか、ここはここで持ってくださいよねっていう話は、まさに今から

しっかりともっと生々しくですね、やっていきたいなというふうに思っており

ます。それと同様なことで、やはりこれは今仕組みとして私はいい仕組みだと

いうふうに思いますから、ただ単純に労働者を連れてくるという話じゃなしに

ですね、ここには、それとは別の意味の地域の文化を外に発信する、そして若

者の新しいライフスタイル、生き方を提供できるということもある。いろんな

意味を含めておると思いますから、まさに今、福賀で始まって、農業版で始ま

りましたけれども、農業だけじゃなしに、阿武町のいろいろな産業において、

これを導入することによって、労働力不足も、一定程度解消できるし、また、

町の姿を外に発信するということもできる、知名度のアップもできるし、意匠

の上昇にもつながるというふうに思っておりますから、そういうふうなことを

含めて、今後ともしっかりと検討し、組織を作り、また進めていきたいという

ふうに思います。以上です。 

〇議長 ７番、再々質問ありますか。 

(７番、市原 旭議員「はい」という声あり。)  

○議長 ７番、市原 旭君。 

〇７番 市原 旭 やはり、どこかに金銭的なものっていうのは、今から先も

十分みなさん方も考えなきゃならないし、先ほども申しましたように、農産物

については、なかなか価格が上昇していくことよりも経費がかかる方が優先的

にというか、どんどん上がっていってしまって、人を雇うという話にはなかな

かならない部分もありますけれども、やはり町長もご理解いただけたと思いま

すけれども、運営協議会のようなものをたててですね、お互いの苦しみという

ものは出し合って、何らかの方向性を見出していかないと、これ自体はとって

もいい仕組みだと思いますんで、ぜひ長く続けていっていただきたいなと思い

ます。 

それと冒頭申しましたように、やっぱりリピーターを増やすっていうことが

大事だろうなと思います。今まで私が所属している農事組合法人はなぜしなか

ったかというと、毎年同じ説明をするというのがとても億劫だったっていうと

ころ、毎年違う人がくると、去年の人はできたけど今年の人はできないよって

いう話にもなりかねません。100 の力を期待してたものが、80 とか 70 ならい

いかもしれませんけども、前の人の半分もしないとなると、やはり考え方も少

し変わってくるのかなと思いますんで、やっぱりリピーターというのは必要だ

ろうというふうに思います。 

ワーカーさんっていうか、働いている方の話を聞くと、やっぱり季節ごとに

点々と、自分のライフスタイルに応じた仕事をしていくというような生き方っ

ていう、町長もいわれましたけど、若い方の新しい生き方だろうなというふう
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にも思います。その働き先としての候補地に阿武町が入ってくるような、持続

的な継続的な仕組みがやはり必要ではないかなと、そういったことを外に向け

て発信するというのは急務じゃないかなというふうにも感じます。 

今回、私のところで経験したのは、今まで１／４っていうから、１／４ヶ月

ないといけないかなという先入観に私もとらわれておりましたが、はじめて１

ヶ月ということを提案してみましたら、そういうことでもいいですよっていう

話だったので、１ヶ月っていうのは実はとても功を奏したのではないかなとい

うふうに正直思います。こんなことをふと思ってると、これ以前にもどっかで

いったなと思ったのが、観光なび協議会の中で農業の体験だとか、そういった

ことをしてみたらどうですかっていったときと全く同じことを僕はまたいって

るなと思ってですね、こっちはお金を払いながら働いてもらってるわけですよ、

観光ナビはお金をもらいながら体験してもらうという発想でしたので、どこか

違うどこか何か思いが重なってるなというふうにも感じました。 

さまざまな機会で、関係人口を増やすことは以前からいわれてるように、ま

ずは体験をしていただいて、関係性を持っていただいて、阿武町のファンにな

ってもらうということがさらに発展して定住にもつながっていくんじゃないか

なというふうに思いますので、この辺のところも町長は重々分かってらっしゃ

ると思いますが、とりあえず町長のお考えを伺いたいと思います。 

〇議長 町長。 

〇町長 やっぱりリピーター、リピーターというのは今の市原議員のいわれる

リピーターというのは、なんていうんですか、新しくはじめてきました、はい

これ、スイカ作ります。こうして、こうして、こうしてくださいよ。あーわか

りました、やってもまたなかなか分からない、何回も何回も教えんとできない。

いうのが１ヶ月のうち２週間、実際に働いて仕事になったのは何日かしかあり

ませんでしたというふうなことが続いたら、これは援農に実際の援にはならな

い、援助の援にならないと、その意味で、分かった人が何回もきていただけた

ら、もう教えなくても来年きたときに、もうゴーサインが出たらハイハイって

もう分かってやる、そういうリピーターだというふうに思いますけど、確かに

それであれば、一番はじめ覚えてくれるまで時間かかりますけども、来年同じ

人がきてくれれば、はい、よろしくお願いしますっていったらすぐ仕事ができ

ると、そういうことが一番理想だというふうに思います。 

それと、これも、今、年々人が増えておるというのはなぜかというとですね、

１ヶ月のもこともありますけども、やっぱりこられた人がですね、やっぱりそ

れなりの口コミで、阿武町の援農の支援制度であったり、行って感じたことを

やっぱり口コミでみなさんに伝えておるから、きてくれる人がだんだんふえて

おるというふうに思います。その意味では、受入農家だけじゃなしに、全体で

地域全体での雰囲気というものが、その人にどう影響、思いに影響を与えたか
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ということが大事だというふうに思います。 

先ほど神楽の話もありましたように、援農する人だけじゃなしに、じゃあち

ょっと神楽見せてあげましょうか、衣装でも試着させてあげましょうか、とい

うふうなことでですね、やっぱり地域全体でその人たちを受け入れる、そうい

う度量も必要なんじゃないかなというふうに思いますから、ぜひ今からも来年

も再来年も続くというふうに思いますけども、そのような取り組みで、地域全

体で取り組んでいただけたらというふうに思っているところであります。以上

です。 

〇議長 一般質問の途中ですが、ここで 10分間休憩いたします。 

 

  休憩開始／14時 02 分  会議再開／14時 12 分 

 

○議長 休憩を閉じて会議を続行します。休憩前に引き続き、一般質問を続行

いたします。それでは７番、市原 旭君、２項目目の質問を許します。ご登壇

ください。 

〇７番 市原 旭 続きまして定住アドバイザー制度について伺います。 

以前から複数の議員から提案がありました定住アドバイザー制度、いよいよ

空き家バンク等の各種ソフト事業の充実といった項目の中を拡充して明記され

ました。町長は以前、転入者にとって、里親のような制度といった説明をされ

ていたように思います。 

定住アドバイザーの位置づけ、具体的にどのようなことをされるのか、どう

いった立場になるのか、町長が今考えている想定をお聞かせください。 

一言で移住定住といっても、立場や性別、年齢、経歴など人さまざまです。

多様性が問われている時代において、みんな違ってみんないいと、誰もが皆理

解していれば問題もないのですが、地元民から見れば、やはりよそ者意識はあ

るもので、先に住んで生活を営んでいた側に、より追ってくるものといった考

え方が主流となると思います。 

今回制定される定住アドバイザーは、どのような立場でこういった問題に対

峙されるのか、どのようなお考えを持たれるべきなのかを伺います。 

人口減少を解消しようとする意味にだけ特化した、あまりにも偏った思想が

強いと、移住者の意見やその方の要望に安易に迎合し、希望する条件を全て受

け入れるかのような返答をしがちです。アドバイザーが何気に口にした発言が、

その後大きな問題を起こす火種ともなります。いったいわないの水掛け論にな

ってしまうと修復が難しく、不信感がつきまとうことになり、最悪の場合、訴

訟といった結果を迎えることにもなりかねません。最も注意してほしい点であ

ります、町長のお考えを伺います。 

先ほども述べたように、移住者は多種多様であります。昨年の同時期に誤振
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込の事件がありました。これも移住者が関連した案件でした。この事件も、当

初、まさか人様のお金を使い込むだなんてことが起こるはずがない。しかも、

まさか全額使い込み返金ができないだなんて、あのときは、私も含め多くの人

が性善説を過信してしまっていたように思います。猛省しなければなりません。

残念ながら、今という時代は性善説を元にした、これまでどおりの考え方を改

めるときなのかもしれません。 

また、いいがかりをつけて揚げ足を取り、難癖をつけて弱みを見せたところ

に、さらにつけ込んで条件闘争に持ち込み、クレームを位置づける、そんな人

が現れるかもしれません。いわゆるクレーマーですが、こういった人は、そう

いった行為自体を楽しんでいる場合もあり、一般の人がそんなことに巻き込ま

れたら泣き寝入りしかないと思いますし、精神的に追い詰められるケースも十

分に考えられます。そんな関わってはならないケースも必ずあることを十分に

理解しておく必要があります。そういったことも踏まえて、定住アドバイザー

は、さまざまな人を想定した研修会を十分にされるべきだと思います。 

これもまちづくり懇談会の中で指摘があったように記憶がありますが、それ

に付随して、弁護士や警察に相談できる仕組み作りとか、アドバイザー自体が

トラブルに巻き込まれないように、自治会や各種団体との協力も得やすい仕組

み作りも必要だと思います。何よりも、アドバイザーを孤立させない工夫が大

切だと思います。町長にお考えを伺います。 

○議長 只今の７番、市原 旭君の２項目目の質問に対する執行部の答弁を求

めます。町長。 

〇町長 定住アドバイザー制度についてのご質問でありますが、まず一点目の

定住アドバイザーの位置づけ、立場についてであります。 

このことにつきましては、私は以前の市原議員のご質問にお答えした中で、

移住後の相談役として、これまであった定住アドバイザー制度を見直して、い

わゆる里親制度のような制度を設けたらと申し上げました。 

東京の有楽町駅前の交通会館、東京交通会館の８階に、全国の移住相談窓口

が集うふるさと回避支援センターというのがありまして、その中に、私は上京

の際によく顔を出すのですが、山口県の山口暮らし東京支援センターというの

がありまして、３人のスタッフが常駐をしています。その中に阿武町にも関わ

りの深い、市原議員もご承知の平尾祐子さん、旧姓梶山だったと思いますが、

が山口県の移住コンシェルジュとして、定住アドバイザー業務に当たっていら

っしゃいます。たまたまではありますが、去る５月にですね、山口市で知事も

出席されましたけれども、移住の促進会議がありまして、私も出席したわけで

ありますが、その席で講師で平尾さんがきていらっしゃいまして、活動報告を

されて、その中でですね、今の業務内容は、移住希望者のヒアリングにはじま

って、その中で心がけているのは、地域や人をつなぎコーディネートすること、



令和５年第２回阿武町議会定例会(第１号)                            令和５年６月７日 

－61－ 

そして、やりすぎず放置せすぎずということが大事ということで、やりすぎず

放置せず、放置せずということが大事といわれたことが、強く印象に残ってお

ります。やりすぎてはいけないし、ほったらかしてもいけないということであ

ります。 

新たな視点での定住をアドバイザーについては、今、担当課の方で各地区に

１人程度を想定し、適任者を探しているようでありますが、議員ご指摘のよう

に、あまり深く入り込むと便利屋になったり、また、逆に抜き差しならない状

況も生まれてくることもあります。したがって、実際にはホテルのコンシェル

ジェのように、地域のさまざまな情報を持ち合わせた上で、定期的な声掛けや、

その際に聞いた相談ごとの役場へのつなぎ、などのことに留めておくくらいで、

私はいいのではないかなというふうな、そんな感じを持っております。体制を

整えて、今年度下期ぐらいから運用ができたらと考えているところであります。 

次に２点目の、地域の協力体制についてでありますが、市原議員のご指摘の

とおり、研修等で対応スキルを磨くことも大事であります。そして、また、並

行して自治会や各種団体の協力体制の構築が最も大事であるというふうに思っ

ております。 

移住者の受け入れにあたっては、単に数としてではなく、顔の見える人とし

て、そして人材として対応するという考え方を、地区単位、集落単位で共通認

識する必要があり、まさに他人事ではなく、地域が持続していくための自分事

であるべきだというふうに思います。ついては、地域が一体となって推進が図

られることを願ってやみませんが、一方では、だからといってトラブルなどが

一切ないということはあり得ないわけであります。現実として、以前、本町も

空き家バンク訴訟を経験しております。現在もいろいろ問題といわれる方もい

らっしゃいます。ある程度の案件は、町村会の顧問弁護士に相談できるように

なっておりますし、さらに難しい案件の場合については、町として正規に弁護

士に依頼することもやぶさかではないというふうに考えております。以上で答

弁を終わります。 

〇議長 ７番、只今の執行部の答弁に対する再質問ありますか。 

(７番、市原 旭議員「はい」という声あり。)  

○議長 ７番、市原 旭君。 

〇７番 市原 旭 私はよくよそ者という言葉を使いますが、先ほど町長も若

者よそ者バカ者というお話をされました。これは、まち作りに欠かせないとい

われます、その三つのものという言葉の引用であります。 

若さという体力、行動力、発想力、そんな満ち溢れるエネルギーを持った若

者であり、古くからの既成概念や価値観、古くから町や村に存在する枠組みに

とらわれないっていうような開拓心を持つよそ者といった意味で、私にとって

は、ある意味じゃ尊敬の念を持った言葉で、私はよくよそ者といういい方をす
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るんですけれども、その若者よそ者が、現状の地域作りに没頭するバカ者、私

もそんな中の１人だと思いますけれども、それらとタッグを組んで、変革や化

学変化を起こしていくこと自体がまち作りだというふうに思っています。 

今を生きる行政をはじめ、地域の方々が、人口が減っていくということに懸

念ばかり抱いてですね、定住者に対して何か迎合してしまっているんではない

かなというところも多少感じるところもあります。ついついリップサービスの

つもりではいた言葉がですね、聞き心地のよい言葉をついついはいてしまって、

後先ならんようになってしまったとか、移住者に対して、確かに阿武町によう

こそなんですけれども、その前にやっぱりお互い様という関係性を作るってい

うのが一番大事だろうなというふうにも思います。 

また、お互いに主張を投げ掛け合っているだけでは当然近寄れませんし、い

いたいことを我慢するっていうのは、いささかストレスや心労を持ちあわせる

ものでもあります。 

先ほどやりすぎず放置せずといわれましたけれども、まさにそのとおりであ

りまして、このアドバイザーに行政も任しておけばという気持ちは当然ありま

せんでしょうし、住民もどこか行政に任せとけばっていうところを何かいわれ

る方も中にいらっしゃいます。誰もが誰かに委ねていたんでは、この問題を避

けて通れませんので、やっぱりボタンの掛け違いをしないように、安易な返答

をしないように、何か上手な関係性を保てて行っていかないとこの問題からは

なかなかうまく進んでいかないなというふうに感じています。 

他人事ではなくてっていう、町長もいわれたとおりで、自分事として、お互

い様として、関係性を探っていかなければならないなと強く思っているところ

です。その中で、何か先ほどのアドバイザーを孤立させないような工夫という

のがちょっと見えなかった部分というのもあったように思います。やりすぎず

放置せずっていう関係性というのはとてもいい言葉なんで、それを具体化、形

にするような何かアドバイザーに言葉をかけるとすれば、何かないかなという

ふうに思いますが、町長何かありませんでしょうか。 

○議長 はい町長。 

〇町長 以前、議会のときにいった、ちょっと前なんで、現行の議員さん全員

かどうかわかりませんが、菅前々の総理のブレーンというでしょうか、信仰し

ていらっしゃる方の１人の中に、デービッド・アトキンソンさんっていう方が

いらっしゃいまして、新観光立国論という本を書いていらっしゃいます。その

方の中で私がすごく印象に残っている言葉が、郷に入れば郷に従え、では人は

ついてきませんと、我々特にこの田舎に住む我々は、得てして外からこられる

人に対して、ここではこういうルールがあるんですよ、この町ではこの集落で

はこういうルールがあるんですよ、ですからそれは守ってねと、こういいたが

る、いわゆる郷に入れば郷に従えという話なんですけども、それをいってたら
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もうその集落は発展しません、よそからも受け入れはできませんという話があ

るんですね。そのとおりだというふうに思います。郷に入れば郷に従えという

のは、くる人が心すべきこと、受け入れる人がいう言葉ではないと私は思いま

す。くる方が心していくべきこと、受け入れる方が郷に入れば郷に従え、これ

はちょっと乱暴ですね、ですから、やっぱり郷に入れば郷に従えという言葉は

ありますけども、やっぱり、そちらにはそちらの郷があるんですから、生まれ

育った、こられた人の生まれ育った環境があるんです、考え方がある。それを

こっち側に押し付けても、この人は馴染もうとする努力はしなければいけない

という思いを持ってこれるということはいいことなんですけど、こちらがそれ

を押し付けてはいけない。それを押し付けるところに人がこないというふうに

私はその新観光立国論の中から学んだのはそういうことなんですけども、やっ

ぱりそういうふうにお互い様で、お互い様の考え方があるということを理解し

受け入れ合いながら、協力関係を作っていかなきゃいけないというふうに思う

わけであります。 

そういうふうなことでですね、いろんな人がきます、市原議員も我々も本当

に実体験として、いろいろせんない面も、現在も現在進行形かもしれません、

市原議員も進行形だというふうに思います、ご推察いたしますが、いろいろあ

るんですけども、ただ我々もやっぱりそういう気持ちを持ちながら、大らかな

気持ちで全てを受け入れる、これまたおかしい話、全てを受け入れるというじ

ゃなしに、やっぱりお互いの立場立場を考えながら、全てこっち側の方を受け

入れてください、あなたの方を全て受けいれます、そういうことじゃなしに、

どっかに接点を設けなきゃいけない。その接点の一番大事なのは、やってあげ

るからとか、何々していただいたから、これはもう全部受けなきゃならない泣

き泣きでもとか、そういうことじゃなしに、自分たちの思いを相手方にちゃん

と、それはできませんできます、向こうもこれしていただけませんか、フラン

クに話し合う、そこで接点を見つけ出すという、そういう立場が場面というの

ですかね、それが必要だというふうに思います。そういうときに、その間にた

ってくれる人が、里親のような人であってほしいというふうに思います。ただ、

あまりにもそこに介入し過ぎると、にっちもさっちもいかない、抜き差しなら

ない状態になる、裁判沙汰になるというようなことが過去にもあったわけであ

りますから、そういうふうなところで里親制度的な新たな定住アドバイザーと

いうのは本当に難しいし、一番大事なのはやっぱり人選であります。多くいれ

ばいいというものじゃないというふうに思います。真剣にその辺のことをしっ

かり理解した中で、業務に当たられる人をしっかりと探していきたいというふ

うに思います。以上です。 

〇議長 ７番、再々質問ありますか。 

(７番、市原 旭議員「はい」という声あり。)  



令和５年第２回阿武町議会定例会(第１号)                            令和５年６月７日 

－64－ 

○議長 ７番、市原 旭君。 

〇７番 市原 旭 以前から複数の議員から提案があった、念願のっていうか

定住アドバイザー制度であります。この制度ができたからといって、移住問題

に大きな変化があるかといわれれば、未知数であり、実行して問われることが

多々あるというふうに思っています。 

移住問題は、その時に対応した人、移住してきた人にもいろいろなケースバ

イケースといったことが十分考えられるわけでありますし、簡単に想定をして、

こういう想定問答でやろうと思ってたっていうのが当てはまるようなものでは

ないというふうにも思っています。 

この間、まちづくり懇談会の中にもありましたが、単に住居の問題だけであ

れば、そのときいわれたように、不動産の取引云々の専門家が出て仲介するこ

とで問題解決なのかもしれませんけれども、問題はそこではどうもないってい

うふうに私は思っておりまして、かといって阿武町版の空き家バンク制度って

いうのは、何か漠然としててふわっとして大枠が決まっていて進めているとこ

ろがとっても私はユニークだと思って、いいことだと思ってるんで、またそこ

がとっても魅力的だというふうにも思ってますんで、是非これはこのまま進め

ていけて、それを守ってあげられるのは実は地域の力なのかなというふうにも

思いますんで、人付き合いや人間関係の構築にはやっぱり時間がかかるもので

ありますんで、そこはしっかり時間をかけながら、短時間で構築できるもので

は決してありませんので、定住アドバイザー制度が住民の中に定着していって、

アドバイザーを中心とした何かデマンドタクシーの制度がそうであったかのよ

うに、地域ぐるみの活動となってさらに充実し、発展していくことを願ってや

みません。最後に短く町長のお考えを伺いたいと思います。 

○議長 町長。 

〇町長 実際にいろんなトラブルが起こります。これはやむを得ない面もあり

ますし、お互いの意思の疎通が悪かったり、あるいは何かの一言発した言葉が

本意に伝わらなくて、それで一つのきっかけでいろいろ話がややこしくなって

いくということも現実問題起こっているわけでありますが、そこら辺について

も、しっかりと我々の勉強しながら、アドバイザーの方にもそういったことも

ありますよという勉強もしていかなきゃいけないし、そういった方については

ですね、アドバイザーになっていただけるような方は、相当人生経験を積んだ

方にしていただくのが私はいいというふうに思います。こういったらこう取ら

れる方をする人もいますよというふうなこと、あるいはいろんなそういったト

ラブルを実際に自分じゃなくても見たり聞いたり、あるいは自分で体験したこ

ともあるかもしれません。そういったことを経験した、あるいはしっかりと頭

に入れている、そういう人を今からしっかり選定して各地区 1 人ずつぐらい選

定させていただいて、いろんな業務に当たっていただきたいというふうに思っ
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ております。以上です。 

○議長 これをもって７番、市原 旭君の一般質問を終わります。 

〇議長 次に６番、池田倫拓君、ご登壇ください。 

〇６番 池田倫拓 ６番、池田倫拓、私は公立中学校の部活動の地域移行につ

いて質問します。 

部活動の地域移行とは、これまでの公立の中学校、高校で教員が実質無償で

担ってきた部活動を、地域のスポーツクラブなどに移行することです。 

まず、2023 年度から公立中学校の休日の部活動を、段階的に地域移行してい

くこととなりました。これまで学校の部活動は、学校教育の一環として、学校

教員が実質的に無償で担ってきました。しかし近年、教員の多忙化が大きな社

会問題化しています。特に中学校教職員は、本来は休日であるはずの土日に部

活動の指導していることが、長時間勤務の大きな要因となっています。 

また、少子化に伴って、野球やサッカーなどの団体競技のチーム編成が困難

になる学校も出てきています。今後も生徒の減少が見込まれており、これまで

のような部活動の維持が難しくなると考えられます。 

こうした背景から、部活動を地域のスポーツクラブなどに移行しようとする

取り組みが各地で進みはじめています。 

しかし、地域移行した際に、子どもたちの監督管理をする指導者が地域にい

るかどうかという問題があります。地域によっては、教員よりもその部活動に

関して高度なスキルを持った人材がいる可能性もありますが、多くの地域では、

そうした人材を確保する事に苦労することが予想されます。競技によっては、

指導者が全く見当たらない可能性もあります。 

また部活動の地域移行が進むことで、外部指導者への報酬や、活動場所の使

用料などが発生します。クラブチームの場合は費用がかかります。それらの費

用は、保護者の負担となる可能性が高くなります。また、活動場所が学校から

遠い場合は、子どもたちの送迎が必要となり、送迎費用がプラスでかかります。

家庭の経済状況などによっては、部活動に参加できる子どもとできない子ども

がでてくる可能性があります。 

現状、阿武中学校では部活動の自由参加がはじまっていますが、現状では保

護者も生徒もどうしたらいいのか分からないというのが今の状態です。 

教育委員会の方では、外部指導者や地域のクラブチームへの募集や説明など

はされていますか、今後どのように進められていくのか、教育長の答弁を求め

ます。 

○議長 只今の６番、池田倫拓君の質問に対する執行部の答弁を求めます。教

育長。 

〇教育長(能野祐司) 池田議員からの、公立中学校の部活動の地域移行につい

てのご質問にお答えいたします。 
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部活動につきましては、池田議員もご存じのとおり、生徒が放課後や休日に

スポーツや文化的な活動を、教員の指導監督のもとに行うもので、その活動を

通じて、技能や技術の習得だけではなく、主体性やコミュニケーション力、自

己肯定感や責任感、連帯感などを養うといった多様な学びの場であり、教育的

に意義ある活動として、長年にわたり学校に根づいております。 

なお、生徒の部活動への参加は自由であり、強制されるものではないことは、

国から明確に示されております。全国的には部活動に加入せずに、サッカーや

水泳、合唱、ダンスなどの学校外のクラブやサークルに所属して、レベルの高

い活動をする生徒も多くおります。それらのクラブ等の多くは、先ほど申しま

した多様な学びによる教育的意義よりも、どちらかといえば、技能や技術の習

得を重視している点において、部活動とは違いがあるととらえているところで

す。 

さて、文部科学省では、令和２年度に公立中学校の部活動を学校から地域の

団体が運営するクラブ等に移行し、そのクラブ等で生徒が活動する、これを地

域クラブ活動といいますが、その地域クラブ活動を展開することを決定いたし

ました。理由につきましては、議員のいわれた通りであり、ここでは省かせて

いただきます。しかし、この移行につきましては、唐突かつ今までの公立中学

校の取り組みを大きく転換する改革であり、実現には、解決すべき多くの課題

があり、都道府県や市町において、対応に苦慮しているところであります。 

ことに阿武町のような規模の小さな市町やへき地、および辺地の学校を有す

る市町においては、議員が指摘されましたように、地域クラブ活動の運営団体

を確保することが最大の課題となっております。 

地域クラブ活動は、部活動のあり方を継承発展するものであり、生徒にとっ

て多様な学びのある場となり、教育的意義のある活動となるように運営するこ

とが文部科学省から示されているところであります。 

指導者には、運営や指導に関する研修への参加、スポーツ競技では指導資格

取得といったことが必要となり、地域クラブ活動を担う人材や団体等にはかな

りの負担が予想されるところであります。そのため、運営団体には、条件を満

たすためのしっかりとした体制が構築されていなければならないということで

あり、阿武町の現状から考えまして、運営団体等を確保し、解決するにはかな

りの時間がかかる難しいものがあると考えております。 

文部科学省の方でも、昨年 12 月に学校部活動および新たな地域クラブ活動

のあり方等に関する総合的なガイドラインを策定し、その中で、阿武町のよう

に移行が困難で、時間がかかる場合には、すぐに完全に移行することを目指す

のではなく、令和５年度から７年度末を改革推進期間とし、この期間を目途に、

まずは休日の活動を地域の運営団体が担う、または部活動への理解を有し、教

員と同様の教育的指導ができ、部活動指導経験があるような地域人材の中から、



令和５年第２回阿武町議会定例会(第１号)                            令和５年６月７日 

－67－ 

部活動指導員を学校職員として任用して指導することから取り組むことが可能

とされております。そして、平日を含めた完全移行については、休日における

移行後、または移行と並行しながら、地域の実情に応じて、可能な限りで早期

に実現を目指すようになっているところであります。 

これを受けて、阿武町教育委員会といたしましては、土日などの休日の指導

を地域に移行することを優先することとし、その指導を担う部活動指導員を任

用するために、町予算への計上と、県の補助金を確保しているところでありま

す。 

しかし、阿武中学校では現在の部の存続が流動的であり、確定するのは秋以

降となるとのことを聞いておりますので、それ以降に学校と再度協議しながら、

本格的な取り組みを進めたいと考えております。場合によっては、他の学校と

の合同練習といった形もあり得ると思っております。 

教育委員会では、学校との協議や保護者等への説明、小中学生へのアンケー

トについては昨年度から行っておりますが、先ほど申し上げました状況という

こともあり、議員からご質問がございました、外部指導者や地域のクラブチー

ムへの募集や説明会などは現時点では行っておりません。今後、必要に応じて

行いたいと考えております。 

ところで、先ほど申しましたように、多くの市町で部活動の地域への移行に

苦慮しているところではありますが、そのような中で、すでに自ら積極的に地

域クラブ活動の運営に算入されている団体も県内に出てきております。 

阿武町においても、阿武中学校に柔道部がないこともあり、阿武柔道クラブ

スポーツ少年団が、昨年度末に県の中学校体育連盟に対して、学校以外の団体

として大会に参加できる地域スポーツクラブへの認定申請をされ、承認を受け

られました。それにより、本年度から学校の部活動には所属せずに、阿武柔道

スポーツ少年団で活動し、阿武スポーツ少年団の選手として、中学校体育連盟

の大会等に出場する生徒がおります。このように、阿武柔道スポーツ少年団は、

地域クラブ活動の運営団体としてすでに活動されている状況であります。 

元々スポーツ少年団は、スポーツ活動を中心とした青少年育成のためのしっ

かりとした教育理念のもとに活動している全国組織であり、学校の部活動に準

ずる存在といえるものであります。このことから、各市町においてスポーツ少

年団が、地域クラブ活動の運営団体になる例が見られるようになってきている

ところです。 

競技によっては、小学生と中学生が一緒に活動することが難しいという場合

もありますが、地域クラブ活動への積極的な参入を期待しているところであり

ます。 

スポーツ少年団以外においても、新聞等で報道されております、萩市の民間

団体による陸上クラブ設立の動きのように、阿武町においても自主的に地域ク
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ラブ活動運営団体を立ち上げる動きがみられますと、移行もスムーズになるも

のと期待しているところであります。と同時に、教育委員会といたしましても、

今後できるだけ子どもたちのニーズに応じた地域クラブの立ち上げに向け、学

校や地域、さらには萩市等の関係者と協議を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

また、議員からご指摘がありました、地域クラブ活動への生徒の参加にかか

る経費につきましては、受益者負担が原則であることが文部科学省から示され

ているところではありますが、家庭への直接的な経済支援につきましては、今

後の検討課題ととらえております。ただ、地域クラブ活動の運営団体は、青少

年健全育成団体に該当いたしますので、現行の制度を適用すれば、町内で活動

する団体に対しては、施設の使用料の免除等の支援ができると考えております。

これによって、運営経費の軽減は可能であり、間接的ではありますが、保護者

の負担を少なくはできるものと考えております。 

なお、生徒全員が地域クラブ活動に加入するわけではないことから、地域ク

ラブ活動とは別に、生徒が地域の中で、楽しみながら気軽に運動や文化活動が

できる場も必要であると考えております。既存のクラブやサークルに対して、

生徒が参加することへの協力を得るとともに、新たな活動の場の設立に向けて、

取り組みたいと考えております。 

このことを含めて、部活動の地域クラブ活動への移行については、地域への

一層の周知を図りたいと考えております。以上で池田委員のご質問へのお答え

といたします。 

〇議長 ６番、只今の執行部の答弁に対する再質問ありますか。 

(６番、池田倫拓議員「はい」という声あり。)  

○議長 ６番、池田倫拓君。 

〇６番 池田倫拓 説明ありがとうございます。今現状の阿武中学校で行われ

ているクラブ活動が、みなさんがまた外部指導者を入れて土日などの練習大会

などにいかないといけないっていう、移行していかないといけないという現状

と、先ほど申されました柔道チームのように、他のまた運動・文化などのクラ

ブチームへの移行といった部分があると思うんですけど、理想的なのは、一番

保護者にも負担の少ない阿武中学校で部活動がスムーズに行われることだと思

います。その他、子どもたちの将来的な意見や活動を見て、団体競技などもど

んどんやりたい子たちもいると思うので、今現状でどういう状況で、どういう

ふうにすれば、地域にあるクラブチームが中体連の登録を受けたりとかできる

といった説明も必要だと思うんですが、その辺をもっと具体的な日程を示され

て段階的にやっていくっていう部分を、阿武町だけではなかなか難しいと思い

ますんで、萩市若しくは長門市ぐらいまで含めた教育委員会でまた話し合いを

されていけばいいのかなと思うんですけど、その辺の、今現状で保護者のかた
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も生徒もどっちを向いていったらいいか分からない、どうしたらいいかわから

ない、ただ部活動に参加したくないからしないのかとかいった部分もいろいろ

な話が出ていますが、今後の段階を示されてほしいと思うんですが、その辺は

どうでしょうか。 

○議長 教育長。 

〇教育長 今後の予定でございますけれども、先ほどお答えいたしましたよう

に、まだそういう段階には至っておりません。これは他の市町でもほとんど同

様かと思います。一応、いろんな案は出ているんですけれども、具体的にこう

いう進めようというのはなかなか決まってない段階です。 

長門市はもうすでにですね、１ヶ所に、例えば野球部ならこの中学校に土曜

日とかに集まって練習するとか、そういうあたりは決まっているるけど、それ

がいつからというのを、まだちょっと十分出ていない段階ではないかと思いま

す。 

今後ですね、先ほど申しましたように、部活動の存続ですね、その辺りの問

題がはっきりしまして、これから考えていく必要があるかなと思います。 

なお、地域クラブ活動へ移行につきましては、先ほど申しました保護者の方、

そして子どもたち、学校の方からまた教育委員会の方から説明はいたしており

ます。ただ具体的なものがまだはっきりは決まっていない状況でございます。 

なお、先ほど申しましたように、地域クラブ活動、部活動これ両方ともです

ね、子どもたちの自由な参加ということになります。自分はそういう活動をし

たくないというのも当然一つの選択になるかと思います。いろんなパターンが

出てくると、そういった中で自分はこういう運動をしたい、こういう文化活動

がしたいという、そういう受け皿作りをクラブ活動と同時に、一般的なサーク

ル活動の中でもやっていけるような体制作りをしていきたいなと思っておりま

す。どちらかといいますと、今までは子どもたちの、先ほども申しますスポー

ツ、文化、こういった面での活動がですね、あまりにも学校に頼りすぎていた

なと、そのための地域の体制というのがこれまで作られていなかった。その辺

りをですね、これから作り上げていくという作業、これを一生懸命進めてまい

りたいと思いますので、ご理解をいただいたらと思います。 

〇議長 ６番、再々質問ありますか。 

(６番、池田倫拓議員「はい」という声あり。)  

○議長 ６番、池田倫拓君。 

〇６番 池田倫拓 今から進めていくということですが、今、移行中の不安定

な期間でも生徒は入学してから３年間で卒業していくわけですけど、その中で、

移行中の間にやっぱかかる生徒が不安定な状態になりやすいと思うんで、また

その辺のケア等、またしっかりとした説明で充実したクラブ活動が行えるよう、

生徒の方に負担のないよう、スムーズな移行に向けて努めてもらいたいと思い
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ます。 

○教育長 子どもたちが充実した活動ができるようにということでございます

けれども、まず進めたいのは、土日の部活動の地域クラブ活動の移行でありま

して、それが決定できるまで、例えば外部の部活動指導員の方が見つかるまで

は、教員がそのまま引き続いて今のところは平日はもとより、土日、土日とい

いましても、その内の１日だけでございますけれども、教員が指導していくと

いう体制はそう変わりはないかと思います。今のところ、子どもたちの活動に

大きな弊害が出てくるということはないと考えておりますので、また弊害が出

ましたらいろいろ子供たちの説明等していきたいと思っております。 

○議長 これをもって６番、池田倫拓君の一般質問を終わります。 

○議長 以上で、今期定例会に通告のあった方の一般質問は全て終了しました。 

ここで会議を閉じて 10分間休憩いたします。 

 

  休憩開始／14時 54 分  会議再開／15時 04 分 

 

○議長 休憩を閉じて休憩前に引き続き、会議を続行します。 

 

日程第４ 議案第１号から日程第 10 議案第７号を上程 

 

○議長 続きまして、日程第４、議案第１号から日程第 10、議案第７号までを

一括議題とします。 

○議長 まず、議案第１号、専決処分を報告し承認を求めることについて(阿

武町税条例の一部を改正する条例)、について執行部の説明を求めます。戸籍

税務課長。 

○戸籍税務課長(水津繁斉) 議案書の１ページをお願いいたします。議案第１

号、専決処分を報告し承認を求めることについて、阿武町税条例の一部を改正

する条例についてご説明いたします。 

これは、地方自治法第 179 条の２第１項の規定により、下記事件について、

別紙の通り専決処分したから、同条第３項の規定により報告し承認を求めるも

のです。専決処分書については２ページ、令和５年３月 31 日付専決処分書で

ございます。専決事件は、阿武町税条例の一部を改正する条例です。専決理由

といたしましては、地方税法の一部を改正する法律、令和５年法律第１号、お

よび関係政令等が令和５年３月 31 日に公布、同年４月１日から施行されるた

めであり、これについて、同年３月 31 日をもって専決処分につき、これを報

告し、承認を求めるものです。 

改正内容改め文については、３ページから８ページまで、新旧対照表は、９

ページから 39 ページまでです。説明資料は、別冊の議案書説明資料の１ペー
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ジから８ページまでで、１ページから４ページが、改正条項別の説明、５ペー

ジから８ページが主な改正内容の説明です。 

なお、今回の改正は、令和５年度税制改正に基づくものであり、主な改正内

容としましては、森林環境税の導入に伴う改正、軽自動車税に特定小型原動機

付自転車の車両区分の創設、同じく軽自動車税の環境性能割税率区分の見直し、

同じく軽自動車税の種別割グリーン化特例の見直しです。 

それでは説明資料を見ていただいて、主要項目について概要説明を順にいた

します。すいません一部訂正ですが、説明資料の１の一番上に改正条項別の説

明と書いてあって、その下に阿武町税条例等の一部を改正する条例とあります

が、等は不要ですので等は消していただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。そのページから４ページまでが改正条項別の説明が入っておりますので、

またご覧いただいたらと思います。５ページをあけていただいて、森林環境税

および森林環境譲与税についての説明でございます。 

森林環境税は、来年度、令和６年度から年額 1,000 円で、個人住民税と共に

課税されることとなっております。あわせて、森林環境譲与税が創設されてお

り、森林整備や事業促進等の費用に充てるため、事業を担う都道府県や市町村

に令和元年度から譲与されております。 

次からは、軽自動車税関係の改正となります。次のページをお願いいたしま

す。自動車関係の税制は、環境基準と関連する理由で、２年前に見直しがかけ

られるようになっております。前回の令和３年度改正からの２年ぶりの改正と

なるものです。なお説明資料においては、町の税条例上は軽自動車以外は対象

となりませんが、説明上、他の自動車もあわせて記しております。それでは内

容ごとに説明いたします。 

軽自動車税の改正内容は大きく３点であります。 

まず６ページ目をお願いいたします。軽自動車税の最初は、特定小型原動機

付自転車の車両区分の創設であります。道路交通法などの改正により、現行の

原動機付自転車から区分して、新たに定義された特定小型原動機付自転車は、

自転車程度の大きさ、および速度を基準とする、いわゆる電動キックボードな

どを指し、運転免許は不要ですが、ナンバープレートを取り付けを必要とする

ものです。軽自動車税種別割の税率は 2,000円とするものです。 

続きまして、次のページ資料の７ページをお願いいたします。軽自動車税の

２点目は、環境性能割の税率区分の見直しであります。軽自動車の取得時に、

環境的配慮、燃費基準等に応じて課税される環境性能割の税率区分について、

１点目で、半導体不足等の状況を踏まえて、通常は令和５年度当初からの変更

となるところを、12月末まで現行の税率区分に据え置くことです。 

２点目が、この環境性割の税率区分の見直しは、従来２年前に実施されてお

りましたが、今後３年間で段階的に変更するとしたことでございます。表で燃
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費基準の達成率が改正されております。環境性能割の税率区分は、非課税から

３％まで区分されておりますが、令和５年度以降は、電気自動車等以外のガソ

リン車などについて、段階的に燃費基準の達成率が向上するよう見直すという

ものであります。次に移ります。資料の８ページをお願いいたします。 

軽自動車税の３点目は、種別割のグリーン化特例の延長と見直しであります。 

種別割とは、毎年所有者にかかる税金で、これが排気量や用途ごとに額が定

まっているところから種別割と名称が付けられているものですが、この軽減は、

取得の翌年度のみ適用され、以後は通常に戻るものですが、表ではその最初の

軽減率が記載されております。軽自動車の所有者に、毎年課税される種別割の

税率について、燃費性能等により本則税率から軽減される、いわゆるグリーン

化特例について、段階的に重点化等を行った上で、３年間延長するというもの

であります。表をご覧いただいて、まず、自家用の乗用車についてでございま

すが、これは、令和５年度、令和７年度取得分について、電気自動車等に対し

て取得の翌年度について、本則税率から 75％を軽減するというものです。この

部分は変更はありません。 

次に営業用乗用車ですが、これについては、電気自動車以外のガソリン車な

どの種別割軽減が延長されます。燃費基準の達成率によって、延長期間は２年

から３年となります。以上で説明を終わります。 

○議長 次に議案第２号、専決処分を報告し承認を求めることについて(阿武

町国民健康保険税条例の一部を改正する条例)について執行部の説明を求めま

す。戸籍税務課長。 

○戸籍税務課長 議案書の 40 ページをお願いいたします。議案第２号、専決

処分を報告し承認を求めることについて、阿武町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例について説明いたします。 

これは、地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記事件について、別紙

の通り専決処分したから、同条第３項の規定により報告し承認を求めるもので

す。専決処分書については、41 ページでございます。令和５年３月 31 日付専

決処分書でございます。専決事件は、阿武町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例であります。専決事由といたしまして、地方税法の一部を改正する法

律、令和５年法律第１号、および関係政令等が令和５年３月 31 日に公布、同

年４月１日から施行されるためであり、これについて、同年３月 31 日をもっ

て専決処分につき、報告し承認を求めるものです。 

改め文につきましては次ページ 42 ページ、新旧対照表につきましては、43

ページから 52 ページです。説明資料につきましては、議案書説明資料の９ペ

ージから 11ページまでです。 

なお今回の改正は、令和５年度税制改正に基づくものであり、主な改正内容

としましては、後期高齢者支援金等課税限度額の変更拡大、軽減判定基準の見
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直しであります。説明につきましては、説明資料の９ページおよび 10 ページ

の一覧、11 ページにイメージ図により説明いたしますので、９ページからお願

いいたします。 

改正内容について説明いたします。まず課税限度額の変更、拡大です。上段

の側ですが、第２条は、政令改正に伴うもので、医療給付が増加する中、保険

料負担の公平性確保の観点から、後期高齢者支援金等課税額の課税限度額を 20

万円から 22 万円に引き上げるものです。これにより、課税限度額は基礎課税

額は 65 万円で据え置き、後期高齢者支援金課税額につきましては、先ほど申

しましたように 20 万円から 22 万円の増額、それから介護納付金は 17 万円の

据え置きとなっております。10 ページ上段に一覧、それから 11 ページにはイ

メージ図を載せておりますので、またご確認ください。 

次に９ページ下段をお願いします。次に第 23 条でございますが、こちらも

政令改正に伴うもので、経済動向を踏まえ、一定所得以下、中低所得層の世帯

の保険料軽減負担を図る観点から、軽減判定基準を見直すものであります。 

具体的には５割減額の対象となる所得の算定において、被保険者数の数に乗

ずべき金額を、今までの 28 万 5,000 円から 29 万円に、また２割軽減の対象と

なる所得の算定では、同じように、現行 52 万円を 53 万 5,000 円にそれぞれ引

き上げるものであります。10 ページ下段に一覧、11 ページにはイメージ図を

載せておりますので、またご覧ください。以上で説明を終わります。 

○議長 次に議案第３号、専決処分を報告し承認を求めることについて(令和

５年度阿武町一般会計補正予算(第１回))について執行部の説明を求めます。 

副町長。 

○副町長(中野貴夫) それでは、議案書の 53 ページをお願いいたします。議

案第３号、専決処分を報告し承認を求めることについて、令和５年度阿武町一

般会計補正予算第１回についてご説明いたします。 

それではまず、次ページの専決処分書をお願いいたします。 

本案件は、地方自治法第 179 条第１項の規定により、町議会を招集する時間

的余裕がないと認め、４月 12 日付けで専決処分を行ったもので、専決事由は、

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金給付事業等の実施

に伴う予算補正であります。 

なお、一般会計補正予算第１回の補正額につきましては、前ページの 53 ペ

ージをお願いいたします。予算の総額に 1,238 万 1,000 円を追加し、補正後の

歳入歳出予算の総額を 31億 9,038万 1,000円とするものです。 

なお歳入歳出予算補正は、別冊補正予算書の第１表のとおりであります。以

上で説明を終わります。 

○議長 続いて説明をお願いします。説明は歳出からお願いします。補正予算

書８ページ、３款、民生費からお願いします。健康福祉課長。 
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(健康福祉課長、低所得の子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費、低所得

の子育て世帯生活支援特別給付金給付事務費、保健事業費について説明す

る。) 

○議長 続いて教育委員会事務局長。 

(教育委員会事務局長、学校管理費(小学校費)について説明する。) 

○議長 以上で歳出の説明を終わります。続いて歳入に入ります。６ページ、

14款、国庫支出金から、副町長。 

(副町長、歳入について説明する。)  

○議長 次に議案第４号、阿武町定住促進条例の一部を改正する条例について

執行部の説明を求めます。まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長(藤村憲司) 議案書の 55 ページをお願いします。議案

第４号、阿武町定住促進条例の一部を改正する条例をご説明します。 

本件につきましては、第２条で、就業支度金のうち、これまで規則で定めて

いた農林水産業就業者の定義を明らかにし、第４条関係の別表で定める就業支

度金の金額をわかりやすく整理するものです。56 ページ、57 ページの新旧対

照表の追加、または変更部分にアンダーラインをしておりますので、一緒にご

覧をいただきたいと思います。 

内容としましては、第２条、定義、第４号の新卒就業者に、農林水産業に就

業した場合を除くを加え、第５号として、農林水産業就業者は、新規に町内で

農林水産業に就業した 50歳未満の者とします。 

第３条、事業、３号中、新卒就業者の次に、または農林水産業就業者を加え

ます。57 ページをお願いします。第４条関係別表中、右側の就業支度金、１人

につき５万円、町内に就業した場合は５万円を加算する。第１次産業に就業し

た場合は５万円を加算するを、１号、新卒就業者 1 人につき５万円、町内に就

業した場合は５万円を加算する。２号、農林水産業就業者 1 人につき 15 万円

に改めます。これは、農林水産業就業者の場合は、新卒要件は必要なく、基本

額の５万円と町内への就業加算で５万円の加算、さらに農林水産業への就業加

算で５万円の合計 15 万円とするものです。附則で令和５年４月１日から適用

とします。以上で説明を終わります。 

○議長 次に議案第５号、阿武町観光施設等整備基金条例の一部を改正する条

例について執行部の説明を求めます。まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長 58 ページをお願いします。議案第５号、阿武町観光施

設等整備基金条例の一部を改正する条例をご説明します。 

本件につきましては、第１条の観光施設等の定義を明らかにするとともに、

第２条の基金の積み立て財源に寄附金等を加えるものです。 

59 ページの新旧対照表の追加、または変更部分にアンダーラインをしており

ますので、一緒にご覧いただきたいと思います。 
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第１条、設置の観光施設等を、道の駅阿武町、ＡＢＵキャンプフィールドお

よびその他町長が定める観光施設に改めるとともに、第２条、積立で毎会計年

度におけるを削除し、入湯税の後に、寄付金その他町長が定めるものを加えま

す。これは、道の駅やＡＢＵキャンプフィールドの今後の整備の財源として、

寄附金等を当てようとするものです。附則として、この条例は公布の日から施

行します。以上で説明を終わります。 

○議長 次に議案第６号、物品売買契約の締結について執行部の説明を求めま

す。副町長。 

〇副町長 それでは 60 ページをお願いいたします。議案第６号、物品売買契

約の締結についてご説明いたします。 

本案件は、議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関する

条例第３条の規定により、財産の取得について、予定価格が 700 万円を超える

ため、町議会の議決を求めるものです。 

まず契約の目的は、更新の基準年としている、購入から 30 年が経過する阿

武町消防団の福賀分団が使用している、小型動力ポンプ付積載車の更新で、物

品の納入場所は阿武町役場です。契約の方法は指名競争入札により、６月１日

に入札を行った結果、契約の金額は税込で 1,254 万円です。契約の相手方は、

山口市周南市野上町１丁目 20、株式会社クマヒラセキュリティ徳山営業所、所

長、厚東恭平です。 

失礼しました、すいません、プリントミスがあります。契約の相手方は山口

県周南市です。大変失礼いたしました。山口県周南市野上町 1 丁目 20、株式会

社クマヒラセキュリティ徳山営業所、所長、厚東恭平です。 

なお、お手元に購入を予定している積載車と同じ車種で、岩国市に納車され

た写真をお配りしていますので、ご参照ください。以上で説明を終わります。 

○議長 次に議案第７号、令和５年度阿武町一般会計補正予算(第２回)につい

て執行部の説明を求めます。副町長。 

〇副町長 議案書の 61 ページをお願いいたします。議案第７号、令和５年度

阿武町一般会計補正予算第２回についてご説明いたします。 

今回の補正額は、1 億 8,072 万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を

33億 7,110万 1,000円とするものです。 

なお、歳入歳出予算補正、地方債の補正につきましては、別冊補正予算書の

第１表、第２表のとおりです。以上で説明を終わります。 

○議長 続いて説明をお願いします。説明は歳出からお願いします。補正予算

書 24ページ、１款、議会費から議会事務局長。 

(議会事務局長、議会費について説明する。) 

○議長 続いて副町長。 

(副町長、一般管理費、基金積立金、情報政策費について説明する。)  
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○議長 続いて、まちづくり推進課長。 

(まちづくり推進課長、企画総務費、企画振興費について説明する。) 

○議長 続いて、戸籍税務課長。 

(戸籍税務課長、税務総務費、戸籍住民基本台帳費について説明する。) 

○議長 続いて、まちづくり推進課長。 

(まちづくり推進課長、指定統計調査費について説明する。)  

○議長 続いて、健康福祉課長。 

(健康福祉課長、社会福祉総務費、老人福祉費、電力・ガス・食料品等価格高

騰重点支援給付金事業費、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金事務

費、児童福祉総務費、保健衛生総務費、子育て世代包括支援センター費につい

て説明する。) 

○議長 続いて、農林水産課長。 

(農林水産課長、農業政策費、農山漁村女性活動推進事業費について説明す

る。) 

○議長 続いて、土木建築課長。 

(土木建築課長、農村整備費について説明する。) 

○議長 続いて、農林水産課長。 

(農林水産課長、林業政策費について説明する。) 

○議長 続いて、まちづくり推進課長。 

(まちづくり推進課長、商工政策費、観光費、道の駅産業振興費、地域内循環

地方創生特別事業費について説明する。)  

○議長 続いて、土木建築課長。 

(土木建築課長、土木総務費、住宅管理費について説明する。) 

○議長 続いて、教育委員会事務局長。 

(教育委員会事務局長、事務局費、学校管理費(小学校費)、教育振興費(小学校

費)、給食センター費(小学校費)、教育振興費(中学校費)、社会教育総務費、

文化財保護費について説明する。) 

○議長 続いて、副町長。 

(副町長、諸支出金について説明する。)  

○議長 以上で歳出の説明を終わります。続いて、歳入に入ります。 10 ペー

ジ、14 款、国庫支出金から、副町長。 

(副町長、歳入について説明する。) 

〇副町長 以上で一般会計補正予算の説明を終わりますが、議案書の第７号、

61 ページを今一度お開きください。61 ページでありますが、訂正がございま

す。上から３行目の地方自治法第 228 条の規定により、下記の通り令和４年度

となっておりますが、５年度の間違いでありましたので訂正をさせていただき

ます。大変失礼いたしました。以上で説明を終わります。 
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○議長 以上で議案説明を終わります。 

 

日程第 11 委員会付託 

 

○議長 お諮りします。只今議題となっております、議案第１号から議案第７

号については、会議規則第 39 条第１項の規定により、一括して阿武町行財政

革等特別委員会に付託したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

(「異議なし」と呼ぶ声あり。)  

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第１号から議案第７号について

は、阿武町行財政改革等特別委員会に付託することに決定しました。以上で、

本日の議事日程は全て終了しました。本日はこれをもって散会とします。 

全員ご起立をお願いします。 

一同礼、お疲れ様でした。 

 

閉会 15 時 55 分 

 

地方自治法第 123条第２項の規定により署名します。 

 

阿武町議会議長   末 若 憲 二 

 

阿武町議会議員   上 村 萌 那 

 

阿武町議会議員   白 松 靖 之 


